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《
計
画
策
定
の
背
景
》

新
市
建
設
計
画
の
基
本
方
針
を
尊
重
し
、

当
市
の
均
衡
あ
る
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
19
年
度
か
ら

の
今
後
10
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
を
定

め
た
「
第
1
次
上
野
原
市
長
期
総
合
計
画
」

を
策
定
し
ま
し
た
。

上
野
原
市
は
、
平
成
17
年
2
月
13
日
に
上

野
原
町
と
秋
山
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
、
2

年
余
が
経
過
し
ま
し
た
。
こ
の
間
、
上
野
原

町
・
秋
山
村
合
併
協
議
会
が
策
定
し
た
新
市

建
設
計
画
に
基
づ
き
行
政
を
運
営
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
予
想
を
上
回
る
人
口
の
減

少
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
る
地
方
交

付
税
や
国
庫
補
助
負
担
金
の
減
額
、
医
師
不

足
な
ど
、
市
の
行
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
、

一
段
と
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
こ
の
計
画
は
、
安

定
し
た
行
財
政
運
営
と
質
の
高
い
施
策
の
効

果
的
な
実
施
を
通
じ
、
市
の
持
続
的
な
成
長

を
実
現
す
る
た
め
に
策
定
し
た
も
の
で
す
。

今
後
は
、
こ
の
計
画
を
基
本
指
針
に
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
住
み
よ
い
と
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
市
政
を
推
進
し
て
い

き
ま
す
。

《
計
画
の
期
間
と
構
成
》

長
期
総
合
計
画
の
計
画
期
間
は
、
平
成
19

年
度
を
初
年
度
と
し
、
平
成
28
年
度
を
目
標

年
度
と
す
る
10
年
間
で
す
。

こ
の
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、「
基
本
計

画
」、「
実
施
計
画
」
に
よ
り
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

○
基
本
構
想

10
年
後
の
目
指
す
べ
き
姿
を
端
的
に
示
し

た
将
来
像
や
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く
ま
ち

づ
く
り
の
方
針
を
示
し
た
基
本
方
針
を
設
定

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
統
計
デ
ー
タ
を
基
に

市
の
将
来
見
通
し
を
示
す
と
と
も
に
、
今
後

進
め
る
施
策
な
ど
を
体
系
付
け
、
主
要
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
て
い
ま
す
。

市
の
将
来
像

「
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

快
適
発
信
都
市
」

《
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
》

◆
医
療
・
福
祉
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
新
観
光
拠
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
Ｊ
Ｒ
上
野
原
駅
周
辺
整
備
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
情
報
通
信
網
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

◆
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

○
基
本
計
画

基
本
構
想
で
示
し
た
将
来
像
や
基
本
方
針

を
受
け
て
、
各
施
策
ご
と
の
現
状
と
課
題

を
分
析
し
、
方
向
性
を
定
め
て
い
ま
す
。

「
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

快
適
発
信
都
市
」を
め
ざ
し
て
！

『
第
1
次
上
野
原
市
長
期
総
合
計
画
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

○
実
施
計
画

基
本
計
画
で
示
し
た
施
策
に
つ
い
て
、
需

要
や
効
果
等
を
総
合
的
に
勘
案
し
て
、
実

施
す
べ
き
事
業
内
容
を
明
確
に
し
ま
す
。

3
か
年
計
画
と
し
て
毎
年
度
見
直
し
、
更

新
を
図
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

基本方針

１「安全・安心の

まちづくり」

２「いきいきとした

まちづくり」

３「結びあう

まちづくり」

政策

（１）安心して健やか

に暮らせる都市

（２）高い水準の

福祉都市

（３）学びの文化

交流都市

（４）きらりと光る

産業都市

（５）利便性の高い

快適な都市

（６）市民と行政が

連携した都市

施策

①地域防災等の充実

②生活基盤の整備

③自然環境の保全

①地域医療の充実

②地域福祉・保健の充実

③子育て支援の充実

①学校教育の充実

②生涯学習の推進

③郷土の歴史・文化の醸成

①情報発信の強化

②商工業の活性化

③農林業の活性化

①交通網の整備

②地域情報網の整備

①住民と行政の協働の推進

②行政改革と開かれた

行政の推進

施策の体系
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市
民
が
共
有
で
き
る
「
ま
ち
づ
く
り
の
行

動
目
標
」
や
「
生
活
規
範
」
を
掲
げ
る
た
め
、

市
民
の
「
願
い
」
や
「
思
い
」
を
込
め
た
市

民
憲
章
を
平
成
19
年
3
月
28
日
に
制
定
し
ま

し
た
。

《
市
民
憲
章
の
制
定
》

上
野
原
市
は
、
平
成
17
年
2
月
13
日
に
上

野
原
町
と
秋
山
村
が
合
併
し
て
誕
生
し
ま
し

た
。現

在
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
夢
と
希
望

あ
ふ
れ
る
快
適
発
信
都
市
」
の
実
現
に
向
け

諸
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
の
み

な
さ
ん
が
真
に
住
み
よ
い
と
思
え
る
ま
ち
に

し
て
い
く
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
へ
の
市

民
の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
主
体
的
な
参

加
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

そ
れ
ら
の
た
め
の
道
し
る
べ
と
な
る
も
の

が
市
民
憲
章
で
す
。

《
市
民
憲
章
制
定
に
あ
た
っ
て
》

制
定
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
の
意
見
や
原
案
の
公
募
、
選
考
し
た
候

補
案
に
つ
い
て
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

な
ど
を
経
て
制
定
し
て
い
ま
す
。

市
民
憲
章
は
、
前
文
と
箇
条
文
か
ら
で
き

て
い
ま
す
。
前
文
で
は
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
う
え
で
の
理
念
を
、
箇
条
文
で
は
具
体
的

な
生
活
規
範
や
ま
ち
づ
く
り
の
行
動
目
標
を

表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
憲
章
は
、
市
政
の
方
針
の
基
本

と
な
る
も
の
で
、
今
後
市
の
方
針
を
決
め
る

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上
野
原
市
民
憲
章

私
た
ち
上
野
原
市
民
は
、
ふ
る
さ
と
を
愛

し
、
次
の
世
代
に
希
望
と
誇
り
を
引
き
継
ぐ

た
め
、
こ
こ
に
市
民
憲
章
を
定
め
ま
す
。

１
、
か
ら
だ
を
き
た
え
、
健
康
で
明
る
い
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

１
、
た
す
け
あ
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
を
つ
く
り
ま
す
。

１
、
教
養
を
高
め
、
文
化
が
息
づ
く
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

１
、
楽
し
く
働
き
、
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち

を
つ
く
り
ま
す
。

１
、
自
然
を
大
切
に
し
、
き
れ
い
な
ま
ち
を

つ
く
り
ま
す
。

上
野
原
市
民
憲
章
を
制
定
し
ま
し
た

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
23
年
度
ま
で
を
改

革
の
期
間
と
す
る
上
野
原
市
行
政
改
革
大
綱

お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

◆
行
政
改
革
大
綱
策
定
に
あ
た
っ
て

行
政
改
革
の
指
針
と
な
る
行
政
改
革
大
綱

お
よ
び
実
施
計
画
を
策
定
す
る
た
め
、
昨
年

7
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
通
じ
市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
ご
提

案
や
ご
意
見
を
募
集
し
ま
し
た
。

ま
た
、
市
役
所
各
課
職
員
に
よ
り
構
成
す

る
行
政
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
会
議
、

市
長
を
本
部
長
と
し
市
役
所
管
理
職
で
構
成

す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
会
議
、
市
内
企
業

や
市
民
団
体
の
代
表
お
よ
び
市
議
会
議
員
で

構
成
す
る
行
政
改
革
推
進
委
員
会
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
検
討
を
重
ね
、
案
と
し
て
取

り
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今
年

1
月
か
ら
2
月
に
か
け
て
案
に
対
す
る
市
民

の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
た
め
パ
ブ
リ

ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申

を
い
た
だ
き
、
3
月
、
行
政
改
革
推
進
本
部

に
お
い
て
策
定
し
ま
し
た
。

◆
基
本
目
標
、
基
本
方
針
お
よ
び
重
点
事
項

行
政
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
・
多
様
化
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
や
人
口
減
少
社
会
の
到
来
、

情
報
通
信
技
術
の
高
度
化
な
ど
、
当
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
急
激
に
変
化
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
質
の
高
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
、
自
立
し
た
行
財
政
運
営
へ

の
転
換
を
図
る
た
め
、「
市
民
と
と
も
に
実

現
す
る
行
財
政
基
盤
の
確
立
」を
行
政
改
革

の
基
本
目
標
と
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
基
本

目
標
を
達
成
す
る
た
め
の
方
針
を「
市
民
と

と
も
に
進
め
る
行
政
改
革
の
推
進
」、「
行
政

ニ
ー
ズ
へ
の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
可
能

と
す
る
組
織
の
確
立
」、「
健
全
で
効
率
的
な

行
政
経
営
の
推
進
」と
し
て
、
新
た
な
覚
悟

で
行
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。

行
政
改
革
を
着
実
に
推
進
す
る
た
め
、
8

項
目
を
重
点
事
項
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

1．

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

2．

公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上

3．

組
織
の
簡
素
化
・
効
率
化

4．

人
材
育
成
の
推
進

5．

電
子
自
治
体
の
推
進

6．

財
政
の
健
全
化

7．

事
務
事
業
の
見
直
し

8．

定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適
正
化

※
行
政
改
革
大
綱
お
よ
び
実
施
計
画
は
、
市

役
所
企
画
課
や
秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張

所
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

上
野
原
市
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
ま
し
た

新しい
市民憲章です
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行
政
改
革
に
よ
る

市
役
所
組
織
の
見
直
し

市
で
は
、
4
月
1
日
か
ら
地
域
医
療
へ
の

対
応
や
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
運
営
を
目

指
し
て
行
政
改
革
に
伴
う
組
織
の
見
直
し
を

行
い
ま
し
た
。

《
具
体
的
な
項
目
》

①
病
院
対
策
課
の
新
設

市
立
病
院
の
深
刻
な
医
師
不
足
や
、
老
朽

化
す
る
建
物
の
整
備
等
に
対
応
す
る
た
め
、

福
祉
保
健
部
内
に
病
院
対
策
課
を
設
置
し
、

医
師
確
保
や
地
域
医
療
の
充
実
に
向
け
た
事

務
を
行
い
ま
す
。

②
支
所
か
ら
出
張
所
へ
の
名
称
変
更

秋
山
支
所
を
除
く
7
つ
の
支
所
の
名
称

を
、
支
所
か
ら
出
張
所
へ
改
め
る
と
と
も
に
、

正
規
職
員
を
引
き
上
げ
、
臨
時
職
員
2
名
体

制
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
広
報
う
え
の
は

ら
2
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
現

行
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
維
持
し
た
う
え
で
実

施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

③
行
政
改
革
に
伴
う
組
織
の
見
直
し

現
在
、
市
で
は
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
平
成
23
年
に
は
合
併
時
の
職
員
数

と
比
べ
て
、
25
％
の
職
員
削
減
を
目
標
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
簡
素
で
効
率
的
な
組

織
の
改
編
が
必
要
で
あ
り
、
今
年
度
は
ま
ず
、

所
掌
事
務
の
性
質
が
類
似
し
て
い
る
次
の
組

織
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

（
1
）政
策
秘
書
室
と
総
務
部
の
統
合

こ
れ
ま
で
政
策
秘
書
室
で
行
っ
て
い
た
業

務
を
全
て
総
務
部
企
画
課
が
引
き
継
ぎ
、

秘
書
広
報
担
当
、
政
策
推
進
担
当
、
情
報

推
進
担
当
、
財
政
担
当
の
４
担
当
に
再
編

し
ま
し
た
。

（
2
）消
防
本
部
庶
務
課
と
消
防
本
部
消
防
課

の
統
合

こ
れ
ま
で
消
防
本
部
は
、
庶
務
課
と
消
防

課
の
2
課
体
制
で
し
た
が
、
消
防
総
務
課

に
一
元
化
し
ま
し
た
。
担
当
の
変
更
は
あ

り
ま
せ
ん
。

④
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入
に
よ
る
担
当
の
廃
止

広
報
う
え
の
は
ら
3
月
号
で
も
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
が
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の

能
力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
や
経
費
の
節
減
等
を
図
る
た
め
、
4
月

か
ら
新
湯
治
場
秋
山
温
泉
と
市
民
プ
ー
ル
の

2
施
設
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
ま
し

た
。こ

れ
に
伴
い
、
秋
山
支
所
内
の
秋
山
温
泉

担
当
と
、
社
会
教
育
課
内
の
市
民
プ
ー
ル
担

当
の
2
担
当
を
廃
止
し
ま
し
た
。

⑤
副
市
長
の
設
置
お
よ
び収

入
役
の
廃
止

地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
「
助
役
」
に

つ
い
て
は
権
限
が
強
化
さ
れ
、
新
た
に
「
副

市
長
」
に
名
称
が
変
更
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、「
収
入
役
」
に
つ
い
て
は
廃
止
さ
れ
、

新
た
に
一
般
行
政
職
の
「
会
計
管
理
者
」
が

設
置
さ
れ
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

企
画
課
政
策
推
進
担
当

（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

▲医師確保や地域医療の充実が望まれる市立病院

課名

代　表

総務課

企画課

秋山支所

税務課

市民課

生活環境課

※クリーンセンター

福祉課

長寿健康課

※保健センター

病院対策課

経済課

建設課

下水道課

会計課

議会事務局

学校教育課

社会教育課

市役所ダイヤルイン番号表



事務局

学校教育課

社会教育課

小学校

中学校

診療部

看護部

事務部

消　防
総務課

消防署

総務課

企画課

秋山支所

税務課

市民課

生活環境課

福祉課

長寿健康課

病院対策課

経済課

建設課

下水道課

会計管理者
会計課

市長　副市長

学校教育担当

幼稚園

社会教育担当

図書館担当

自然の里担当

庶務担当

医事担当

施設管理担当

庶務担当

警防救急担当

予防担当

第１部担当

第２部担当

棡原出張所

秋山出張所

議会　　　　議長

教育委員会　教育長

病院事業　市立病院

消防本部　消防長

総務部

市民部

福祉保健部
福祉事務所

建設経済部

5 広報うえのはら　平成19年5月号　　　　　

上野原市行政組織図（平成19年4月1日から実施）

は今回変更のあった課・担当■■

人事担当

行政防災担当

管財担当

秘書広報担当

政策推進担当

情報推進担当

財政担当

支所窓口担当

課税担当

収納担当

窓口担当

出張所

国保年金担当

生活環境担当

クリーンセンター担当

簡易水道担当

福祉総務担当

障害福祉担当

子育て支援担当

保育所

高齢者介護担当
（地域包括支援センター）

保健担当

病院対策担当

農村振興担当

産業振興担当

計画担当

道路河川担当

庶務担当

施設担当

会計担当



増減率（％）

△10.8
3.5
18.5
△8.2
0.0
5.6
2.9
△7.1
△11.1
5.6
皆減
1.1
△4.4
0.1
1.5
△0.7
△5.7
1.1
13.5
△7.9
△5.0
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本年度予算額

10,547,826
8,363,622
2,960,035
91,714

2,571,179
1,517,473
16,064
803,268
101,272
3,152
0

89,739
1,036
131,355
41,807
27,702
1,810
2,872
2,605
539

18,911,448

会 　 計 　 名

一 般 会 計

特 別 会 計

計

前年度予算額

11,820,631
8,081,422
2,496,965
99,900

2,571,038
1,437,403
15,610
864,777
113,975
2,984
181,003
88,787
1,084
131,172
41,188
27,897
1,919
2,840
2,295
585

19,902,053

比較

△1,272,805
282,200
463,070
△8,186
141

80,070
454

△61,509
△12,703

168
△181,003

952
△48
183
619
△195
△109
32
310
△46

△990,605

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
病
院
事
業
会
計
の
予
算
は
、
市
議

会
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
の
総
額
は
１
０
５
億
４
７
８
2
万
６
千
円
。
前
年
度
の
当
初
予
算

に
比
べ
て
12
億
７
２
８
０
万
５
千
円
（
10
・
8
％
）
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
編
成
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
国
、
地
方
を
通
じ
て
依
然
と
し
て
極
め
て

厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中
で
、
行
政
運
営
の
効
率
化
を
念
頭
に
、
各
種
手
当

の
見
直
し
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
や
、
職
員
に
よ
る
庁
舎
の
清
掃
を
実
施
す
る

こ
と
に
よ
る
庁
舎
日
常
清
掃
業
務
委
託
等
の
廃
止
、
市
債
の
発
行
額
の
抑
制
な

ど
を
実
施
し
、
経
常
的
な
経
費
の
削
減
と
予
算
の
重
点
的
な
配
分
に
努
め
ま
し

た
。な

お
、
今
年
度
予
算
に
お
け
る
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

歳入
10,547,826
（100％）

自主財源

依存財源
 6,003,009（56.9％）

 4,544,817（43.1％）

市債
1,387,400
（13.2％）

県支出金
608,442
（5.8％）

国庫支出金
514,372
（4.9％） 地方交付税

2,785,120
（26.4％）

その他自主財源
分担金及び負担金、使用料及び手数料、
財産収入、寄附金、繰越金、諸収入　

562,591（5.3％）

市税
3,609,783
（34.2％）

その他依存財源
地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、
株式等譲渡所得割交付金、地方消費税交付金、
ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、
地方特例交付金、交通安全対策特別交付金

707,675
（6.7％）

繰入金
372,443
（3.5％）

★一般会計歳入の内訳（単位：千円）

予算一覧表 （単位：千円）

国 民 健 康 保 険 （ 事 業 勘 定 ）

国民健康保険（直営診療施設勘定）

老 人 保 健

介 護 保 険

介 護 サ ー ビ ス 事 業

公 共 下 水 道 事 業

簡 易 水 道 事 業

教 育 奨 励 資 金

温 泉 事 業

大 目 財 産 区

甲 東 財 産 区

巌 財 産 区

島 田 財 産 区

上 野 原 財 産 区

檜 尾 根 外 十 二 恩 賜 林 保 護 財 産 区

小金沢土室山恩賜県有財産保護組合西原分収益事業

秋 山 財 産 区

西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区

内
　
　
　
　
　
　
　
　
訳

上野原市予算
（10.8％）減の105億4.782万6千円
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歳出
10,547,826
（100％）

教育費
878,799
（8.3％）

衛生費
1,523,099
（14.4％）

公債費
1,896,573
（18.0％）

民生費
2,249,567
（21.3％）

総務費
1,810,127
（17.2％）

土木費
1,053,927
（10.0％）消防費

566,082
（5.4％）

農林水産業費
198,251（1.9％）

その他
議会費、労働費、商工費、
災害復旧費、予備費

281,160
（2.6％）

諸支出金
90,241
（0.9％）

★一般会計歳出の内訳（単位：千円）

病
院
事
業
会
計
当
初
予
算
の
収
益
的
収
支

は
、
19
億
5
7
6
3
万
1
千
円
で
、
前
年
度

当
初
予
算
額
に
比
べ
て
、
1
億
1
9
1
7
万

5
千
円
（
5
・
7
％
）
の
減
額
で
す
。

事
業
収
益
で
は
、
医
業
収
益
全
体
と
し
て

18
億
6
2
5
5
万
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

こ
の
内
訳
は
、
入
院
収
益
9
億
5
9
2
2
万

円
（
患
者
数
3
万
2
8
5
0
人
）、
外
来
収

益
7
億
4
0
7
1
万
7
千
円
（
患
者
数
9
万

9
2
2
5
人
）、
そ
の
他
医
業
収
益
1
億
6

2
6
1
万
3
千
円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま

た
、
医
業
外
収
益
と
し
て
受
取
利
息
・
他
会

計
負
担
金
等
9
5
0
7
万
8
千
円
、
特
別
利

益
と
し
て
3
千
円
を
そ
れ
ぞ
れ
見
込
ん
で
い

用語解説
《歳入》
市　税 市民税や固定資産税など
繰入金 各種基金からの繰入金など
分担金及び負担金
保育料、老人ホーム入所者負担金など
使用料及び賃借料 市営住宅使用料、文

化ホール使用料など
財産収入 土地貸付収入など
繰越金 前年度から持ち越したお金
諸収入 他の収入科目に含まれない収入
地方交付税 市の財政力などに応じて国

から交付されるお金
国庫支出金　特定の目的のために国から

交付されるお金
県支出金　特定の目的のために県から交

付されるお金
市　債　事業を行うために国や金融機関

などから借り入れるお金
地方譲与税
一旦国税として徴収されその後、市町
村に譲与される税。地方道路譲与税や
自動車重量譲与税など

地方消費税交付金
消費税の5分の1は地方消費税として、
県並びに市町村に交付されます。

ゴルフ場利用税交付金
県が収納したゴルフ場利用税の１０分
の７が、ゴルフ場所在の市町村に交付
されます。

自動車取得税交付金 県に納付された自
動車取得税の約70％が市町村に交付さ
れます。

《歳出》
議会費 議会活動にかかる経費
総務費 市の全般的な事務経費など
民生費 児童・高齢者福祉や生活保護な

どの経費
衛生費 健康にして衛生的な生活環境を

保持するための経費
労働費 労働者の生活安定や勤労青少年

ホームの維持管理のための経費
農林水産業費 農業、林業の振興などの　

経費
商工費 商工業の振興や観光宣伝などの

経費
土木費 道路、河川、市営住宅の整備な

どの経費
消防費 消防、救急業務、地域防災のた

めの経費
教育費 教育委員会、幼稚園、小中学校

等、全ての教育に関する経費
災害復旧費 災害復旧工事などの経費
公債費 過去の借入金の返済金
諸支出金 各種基金への積立金

平成19年度
前年度比12億7,280万5千円

ま
す
。

事
業
費
用
で
は
、
医
業
費
用
と
し
て
給
与

費
・
材
料
費
等
19
億
2
1
2
6
万
9
千
円
、

医
業
外
費
用
と
し
て
支
払
利
息
等
2
6
3
5

万
9
千
円
、
特
別
損
失
3
千
円
、
予
備
費
1

0
0
0
万
円
で
す
。

資
本
的
収
支
で
は
、
資
本
的
収
入
と
し
て

企
業
債
、
一
般
会
計
出
資
金
等
5
4
7
0
万

円
、
資
本
的
支
出
と
し
て
建
設
改
良
費
、
企

業
債
償
還
金
等
8
2
7
6
万
1
千
円
を
計
上

し
、
不
足
額
2
8
0
6
万
1
千
円
は
、
当
年

度
消
費
税
資
本
的
収
支
調
整
額
等
で
補
て
ん

し
ま
す
。

企
業
会
計
予
算
　
病
院
事
業
会
計



★スクールガード・
リーダー設置事業　819千円

児童生徒が安心して学校教育を受けられ
るよう、家庭や地域と連携を図りながら
学校および学校の周辺・通学路等の巡
回・警備を行うため、スクールガード・
リーダーを配置します。
★上野原の大ケヤキ

保護工事調査事業　3,000千円
国指定天然記念物「上野原の大ケヤキ」
樹勢回復事業にあたり、地下根の調査や
土壌改良等を行います。
★公民館事業　8,066千円
子育て講座、家庭教育講座、日本語講座、
地域ふれあい道徳事業等を実施します。
★市民プール指定管理業務

委託料　26,122千円
健康増進を図り、明るく豊かな人間性を
養うとともに、社会体育活動に利用する
ため設置している市民プールに指定管理
者制度の導入をします。
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★防犯パトロール業務　7,350千円
犯罪を未然に防ぎ、住民のみなさんが安全で安心して暮らせる街を
実現するため､青色回転灯を搭載したパトロールカーによる防犯パト
ロールを実施します｡
★し尿処理施設修繕事業　141,191千円
当施設は、供用開始後35年以上が経過し老朽化が進み、全面改修が
求められているため、現有施設の老朽化対策として、大規模な改修
工事を行います。
★高規格救急車購入事業　35,145千円
複雑多様化する救急出動に対応するため、高規格救急車を購入し、
高度な救命救急処置ができるよう秋山出張所へ配備をします。
★急傾斜地崩落対策事業負担金　　5,000千円
法令に基づき、県知事が指定した急傾斜地崩壊危険区域内において、
がけ崩れ等による災害から人命を守るため、崩落防止工事を施工し
ます。
★小型動力ポンプ付積載車購入事業　14,122千円
自主防災の強化と地域の防災体制を維持するため、地域の分団が使
用する老朽化した小型動力ポンプ付積載車の更新を行います。

学びの文化交流都市

★学童保育事業　45,086千円
子育て支援事業の一環として、上野原小学校区、
四方津小学校区、島田小学校区、秋山小学校区の
4小学校区6か所で開設します。
★乳幼児医療助成事業　27,626千円
乳幼児の健やかな成長の手助けや、保護者の医療
費の軽減を図るため、通院および入院時の未就学
児童等を対象に補助金を支給します。
★介助用自動車等購入助成事業　1,000千円
介助者の負担軽減を図るために、リフト付き車両
の新規に購入する費用の一部を支給します。
★外出支援（移送）

サービス業務委託　5,760千円
リフト付き車両により、日常生活を営むのに支障
のある在宅の要介護高齢者に対し、交通不便の解
消および自立支援の助長を図ります。

高い水準の福祉都市

平
成
19
年
度
の

主
な
事
業
（
一
般
会
計
）

安心して健やかに暮らせる都市



★上野原駅前整備事業 4,200千円
新市の玄関口で、顔となる上野原駅周辺地域
の整備後のイメージ図等を作成します。
★八重山整備事業　49,850千円
古くから地域に親しまれてきた八重山を、桜
や紅葉などの名所、五感に働きかける森づく
りといった里山の有効活用を図ることにより、
市民の憩いの場だけでなく首都圏からの観光
客の受け皿にもなるエリアとして整備します。
★商工業振興事業　18,598千円
上野原市商工会や工場設置奨励条例に基づく
企業に対して補助を行い、地域産業の振興を
図ります。
★被覆

ひ ふ く

施設（ビニールハウス等）
建設事業補助金　2,250千円

談合坂サービスエリアの「やさい村」の冬場
対策として、被覆施設（ビニールハウス等）
建設に対して補助を行い農業の振興を図りま
す。

★集会施設の整備　4,000千円
地区の集会施設について補助金を交付
します。
★島田コミュニティーセンター

建設事業　62,800千円
島田コミュニティーセンター建設の工
事費、施行管理を行います。
★事務嘱託員関係経費　13,140千円
市長と市民の間の連絡に関する事務の
一部を委嘱するための、上野原市事務
嘱託員（区長等）に関する経費
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★情報通信基盤整備事業　564,682千円
地域間の情報格差を解消するために各家庭ま
で光ファイバを敷設し、住民のみなさんが等
しく各種サービスを享受できる環境整備を行
い、行政・教育・防災等に関する情報の提供
を行います。
★市道八ツ沢大椚線

交差点改良事業　160,105千円
八ツ沢地区の国道２０号と市道八ツ沢大椚線
の交差点の道路整備を行います。

★市道一古沢安寺沢線ほか
１路線整備事業　　50,000千円

安寺沢地区および富岡地区の市道一古沢安寺
沢線ほか１路線の整備を行います。

★市道大間々線事業　25,000千円
上野原地区の市道大間々線の道路整備を行い
ます。

★山梨県生活関連林道開設事業
（北線・南線）工事負担金　14,000千円
林道富士東部線の整備を行います。

利便性の高い快適な都市

きらりと光る産業都市

市民と行政が連携した都市

平成19年度の主な新規事業費
・県議会議員選挙費
・参議院議員選挙費
・クリーンエネルギー車購入事業
・四方津駅前駐輪場整備事業
・健康増進計画策定業務
・被覆施設（ビニールハウス等）建設事業補助金
・市道八ツ沢大椚線交差点改良事業
・市道桐の木線国道横断橋事業
・小型動力ポンプ付積載車購入事業
・高規格救急車購入事業
・市民プール指定管理者業務委託料

ほか
平成18年度の主な終了事業費
・アスベスト撤去事業
・防災初動マニュアル作成委託料
・県知事選挙費
・市議会議員選挙費
・市勢要覧印刷製本委託料

ほか
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《
市
税
等
の
滞
納
者
の
増
加
》

市
の
歳
入
の
根
幹
で
あ
る
市
税

等
の
収
納
状
況
は
、
大
多
数
の
市

民
の
方
に
は
、
定
め
ら
れ
た
期
間

内
に
納
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
が
、
長
引
く
景
気
低
迷
な
ど
の

影
響
に
よ
り
個
人
所
得
の
伸
び
悩

み
な
ど
か
ら
滞
納
す
る
方
が
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。

《
財
産
の
差
し
押
さ
え
》

こ
れ
ま
で
も
、
市
税
等
の
滞
納

者
に
対
し
て
自
主
納
税
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
て
き
ま
し
た
が
、
さ

ら
に
、
収
納
対
策
の
強
化
を
図
る

た
め
、
本
年
5
月
か
ら
7
月
ま
で

の
期
間
を
「
市
税
等
の
滞
納
整
理

強
化
月
間
」
と
し
て
、
特
別
な
理

由
も
な
く
納
税
の
意
志
が
認
め
ら

れ
な
い
滞
納
者
に
対
し
、
納
付
し

て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ん
と
の
公

平
の
観
点
か
ら
厳
正
に
対
処
す
る

た
め
、
財
産（
不
動
産
・
動
産
・

預
貯
金
・
給
料
な
ど
）の
差
し
押

さ
え
に
よ
る
滞
納
処
分
を
実
施
し

ま
す
。

ま
た
、
こ
の
期
間
中
は
徴
税
業

務
に
精
通
し
た
県
職
員
の
派
遣
を

受
け
入
れ
て
市
職
員
と
共
同
で
収

納
業
務
に
あ
た
り
、
収
納
率
の
向

上
と
滞
納
額
の
縮
減
に
向
け
た
積

極
的
な
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

《
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
》

税
金
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
の
貴
重
な
財
源
で
あ
り
、
滞
納

が
あ
る
と
財
政
運
営
に
も
大
き
く

影
響
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
も
支

障
を
き
た
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
期
内
納
付
に
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
自
主
納
税
に
つ
い
て

市
税
等
は
、
納
税
者
の
み
な
さ

ん
が
定
め
ら
れ
た
期
間
内
に
自
ら

納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

●
納
税
が
遅
れ
る
と

定
め
ら
れ
た
納
期
限
ま
で
に
納

税
し
な
い
こ
と
を
滞
納
と
い
い
ま

す
。
滞
納
す
る
と
督
促
状
を
送
付

し
、
さ
ら
に
納
付
の
な
い
方
に
は

催
告
書
を
送
付
し
納
税
を
お
願
い

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
滞
納
す
る

と
督
促
手
数
料
や
高
い
割
合
の
延

滞
金
も
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

●
滞
納
処
分
に
つ
い
て

法
律
で
は
、「
督
促
状
を
発
し

た
日
か
ら
起
算
し
て
10
日
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
そ
の
督
促
に
か
か

る
税
金
を
完
納
し
な
い
と
き
は
財

産
を
差
し
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。」
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

督
促
状
や
催
告
書
に
よ
る
納
税
を

お
願
い
し
て
も
納
付
し
て
い
た
だ

け
ず
、
納
税
の
ご
相
談
も
さ
れ
な

い
場
合
は
自
宅
を
訪
問
す
る
な
ど

し
て
納
税
を
促
し
て
い
き
ま
す

が
、
そ
れ
で
も
な
お
、
納
税
を
さ

れ
な
い
場
合
は
、
や
む
を
得
ず
財

産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

税
務
課
収
納
担

当
（
蕁
62
―

3
1
1
3
）

市
税
等
の
収
納
窓
口
・

納
税
相
談
窓
口
の
開
設

市
で
は
、
金
融
機
関
等
の
営
業

日
に
税
金
等
を
納
入
す
る
こ
と
が

困
難
な
納
税
者
の
た
め
に
、
市
税

等
の
収
納
窓
口
や
相
談
窓
口
を
次

の
日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
27
日（
日
）・
7
月

1
日（
日
）・
7
月
29
日（
日
）・

8
月
26
日（
日
）・
9
月
30
日

（
日
）
午
前
9
時
か
ら
正
午

●
場
所

市
役
所
1
階
税
務
課
カ

ウ
ン
タ
ー

市
で
は
、
木
造
一
般
住
宅
の
耐

震
診
断
を
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

●
対
象
建
築
物
（
次
の
各
項
目
す

べ
て
に
該
当
す
る
も
の
が
対
象

で
す
。）

・
市
内
に
住
所
が
あ
る
方
が
所
有

し
、
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

（
複
数
の
住
宅
お
よ
び
複
数
棟

の
住
宅
の
所
有
者
に
つ
い
て

は
、
主
に
居
住
の
用
に
供
し
て

い
る
1
棟
）

・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

手
さ
れ
た
住
宅

・
木
造
で
在
来
工
法
（
軸
組
工

法
・
伝
統
工
法
）
で
建
築
さ
れ

た
住
宅

・
2
階
建
て
以
下
、
延
べ
床
面
積

300
裃
以
下

（
注
）
農
家
等
で
、
2
・
3
階

を
蚕
室
用
と
し
て
建
築
し
た
建

物
で
下
2
階
、
上
2
階
と
呼
ば

れ
て
い
る
も
の
は
3
階
建
て
と

な
り
対
象
外
で
す
。

・
専
用
住
宅
、
ま
た
は
併
用
住
宅

（
併
用
住
宅
の
場
合
、
住
宅
部

分
が
延
べ
床
面
積
の
2
分
の
1

以
上
が
住
宅
と
し
使
用
さ
れ
て

い
る
住
宅
）

・
戸
建
住
宅
で
長
屋
お
よ
び
共
同

住
宅
以
外
の
も
の

●
診
断
費
用

無
料

●
診
断
結
果
　
山
梨
県
建
築
士
事

務
所
協
会
員
で
組
織
す
る
耐
震

判
定
会
が
、
内
容
を
審
査
し
、

耐
震
診
断
報
告
書
を
市
よ
り
申

込
者
に
お
送
り
し
ま
す
。

●
申
込
期
間

5
月
7
日（
月
）〜
6
月
29
日

（
金
）の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

（
土
・
日
を
除
く
）

●
募
集
戸
数

20
戸（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、

抽
選
と
な
り
ま
す
。）

●
診
断
実
施

平
成
19
年
10
月
頃
か
ら
の
予
定

●
申
込
方
法

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
建
設
課
計
画
担
当
ま
た
は

秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張
所
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
用
紙
に
つ
い
て
は
、
建
設

課
お
よ
び
秋
山
支
所
お
よ
び
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
上
野
原
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

建
設
課
計
画
担
当（
蕁
62
―

3
1

2
3
）

市
税
等
の
滞
納
整
理
強
化
月
間（
5
月
〜
7
月
）の
お
知
ら
せ

市
税
等
の
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を

木
造
一
般
住
宅
の
耐
震
診
断

20
戸
を
募
集
し
ま
す
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奈
須
部
　
杉
本
光
男

小
沢
団
地
　
細
田
順
子

小
沢
東
団
地
　
飯
塚
正
和

【
棡
原
地
区
】

尾
続
　
　
山
口
雄
節

用
竹
　
　
奈
良
好
夫

井
戸
　
　
吉
村
日
出
夫

小
伏
　
　
古
家
佐
一

椿
　
　
　
長
田
正
巳

猪
丸
　
　
石
井
重
光

日
原
　
　
森
田
和
彦

大
垣
外
　
闍
橋
孝
堅

沢
渡
　
　
佐
渡
東
治

【
西
原
地
区
】

初
戸
　
　
長
田
繁
幸

藤
尾
　
　
舩
木
昭
男

田
和
･
上
平
　
橋
本
正
博

川
通
　
　
降
矢
照
光

扁
盃
･
下
城
　
冨
岡
剛
勇

郷
原
　
　
原
嶋
千
勝

【
大
目
地
区
】

日
向
　
　
中
村
　
勝

花
坂
　
　
上
條
範
行

東
大
野
　
上
條
泰
治

西
大
野
　
闍
野
利
紀

高
橋
　
　
安
藤
重
正

南
米
沢
　
加
藤
清
次

谷
後
　
　
網
野
大
文

日
留
野
　
米
山
正
利

大
田
　
　
上
條
　
久

大
沢
　
　
上
條
恭
一

恋
塚
　
　
幡
野
光
正

犬
目
　
　
中
島
　
滋

新
田
　
　
志
村
敏
夫

矢
坪
　
　
和
智
正
則

談
合
坂
　
森
屋
治
男

【
甲
東
地
区
】

芦
垣
　
　
安
藤
　
昌

和
見
　
　
輕
澤
政
明

瀬
渕
　
　
市
川
憲
一

東
区
　
　
和
智
孝
成

西
区
　
　
富
田
正
夫

棚
頭
　
　
白
倉
政
男

荻
野
　
　
佐
々
木
春
男

野
田
尻
　
小
俣
幸
男

【
巌
地
区
】

仲
山
・
大
椚
　
鈴
木
　
晃

八
ツ
沢
　
芹
川
義
弘

松
留
　
　
大
神
田
支
考

牧
野
　
　
不
動
田
芳
勝

当
月
　
　
小
俣
　
晃

仲
居
　
　
岡
本
房
雄

久
保
　
　
加
藤
　
洋

奥
平
　
　
細
貝
正
雄

川
合
　
　
大
野
雅
雄

千
足
　
　
荒
井
一
成

杖
突
・
栃
穴
　
角
　
俊
彦

コ
モ
ア
し
お
つ
一
丁
目

闊
瀬
召
次

コ
モ
ア
し
お
つ
二
丁
目

鈴
木
貞
夫

コ
モ
ア
し
お
つ
三
丁
目

柴
山
　
章

コ
モ
ア
し
お
つ
四
丁
目

清
水
雄
三

【
大
鶴
地
区
】

鶴
川
　
　
臼
井
喜
勝

上
野
山
　
志
村
芳
海

大
椚
　
　
木
田
幸
隆

日
野
　
　
市
川
正
直

大
倉
　
　
中
村
秀
男

大
曽
根
　
杉
本
民
雄

大
曽
根
陽
光
台
　
網
野
國
夫

小
倉
　
　
内
田
幸
次
郎

【
島
田
地
区
】

上
新
田
　
安
藤
　
久

中
新
田
　
宮
田
憲
次

下
新
田
　
安
藤
英
夫

駒
門
　
　
上
條
嘉
道

西
区
　
　
上
條
克
巳

南
区
　
　
岡
田
辰
幸

東
区
　
　
長
谷
川
琴
丸

田
野
入
　
山
口
国
光

【
上
野
原
地
区
】

諏
訪
　
　
佐
藤
通
則

塚
場
　
　
渡
邉
英
治

新
一
　
　
石
塚
英
一

新
二
　
　
寺
本
弘
巳

新
三
　
　
杉
本
公
司

本
一
　
　
大
庭
　
薫

本
二
　
　
守
屋
忠
文

本
三
　
　
水
越
辰
巳

原
　
　
　
小
俣
正
弘

田
町
　
　
加
藤
昭
夫

新
田
倉
　
中
村
正
巳

羽
佐
間
　
奈
良
武
夫

小
沢
　
　
尾
形
正
大

西
シ
原
　
横
娜
美
夫

新
井
　
　
奈
良
正
洋

八
米
　
　
佐
藤
幹
雄

山
風
呂
　
闍
橋
守
良

向
風
　
　
石
井
孝
夫

先
祖
･
丸
畑
　
山
本
三
郎

原
　
　
　
武
原
久
二

飯
尾
　
　
奈
良
福
春

【
秋
山
地
区
】

無
生
野
　
小
林
慈
照

浜
沢
　
　
上
野
清
彦

原
　
　
　
原
田
富
士
夫

尾
崎
　
　
杉
本
　
茂

寺
下
　
　
佐
藤
正
利

板
崎
　
　
横
田
佳
治

遠
所
　
　
佐
藤
　
誠

大
地
　
　
志
村
利
光

栗
谷
　
　
原
田
弘
一

中
野
　
　
井
上
良
一

神
野
　
　
井
上
清
栄

小
和
田
　
佐
藤
良
一

古
福
志
　
原
田
菊
男

桜
井
　
　
原
田
幸
一

富
岡
　
　
関
戸
幸
男

一
古
沢
　
原
田
二
三
男

安
寺
沢
　
関
戸
利
光

金
山
　
　
金
子
政
文

事
務
嘱
託
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

平
成
19
年
4
月
1
日
付
け
で
、
次
の
111
人
の
方
々
が
上
野

原
市
の
事
務
嘱
託
員
と
し
て
、
上
野
原
市
長
か
ら
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

学 校 名
大 目 小 学 校
甲 東 小 学 校
四方津小学校
沢 松 小 学 校
大 鶴 小 学 校
島 田 小 学 校
上野原小学校
棡 原 小 学 校
西 原 小 学 校
秋 山 小 学 校
平 和 中 学 校
巌 中 学 校
島 田 中 学 校
上野原中学校
棡 原 中 学 校
西 原 中 学 校
秋 山 中 学 校

氏 名
小 俣 　 一
原 工
希 代 　 修
清 水 基 信
古 屋 庄 一
石 合 闊 幸
永 井 　 孝
佐藤眞理子
芦 澤 辰 文
渡邊久美子
渡 邊 　 新
奈 良 　 篤
堀 内 　 学
伏 見 寛 仁
土屋すみじ
岡 部 平 和
田 辺 守 之

校長先生の紹介
市内の各小・中学校の校長先
生は次のとおりです。（敬称略）
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■
男
女
共
同
参
画委

員
の
取
り
組
み

昨
年
の
第
1
回
男
女
共
同
参
画

推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
無
事
終
了

し
、
そ
の
後
、
上
野
原
市
男
女
共

同
参
画
推
進
委
員
た
ち
は
、
色
々

な
取
り
組
み
を
し
て
き
ま
し
た
。

ま
ず
は
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ

ェ
ス
タ
の
企
画
・
実
行
、
各
部
会

の
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
の
企
画
づ
く
り

に
励
み
ま
し
た
。

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

は
、
甲
府
市
の
ぴ
ゅ
あ
総
合
で
、

山
梨
県
内
各
市
町
村
の
男
女
共
同

参
画
推
進
委
員
会
の
取
り
組
み
と

し
て
、
ど
ん
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
行
っ
て
い
る
か
を
、
発
表
し
合

う
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ
で

の
発
表

上
野
原
市
男
女
共
同
参
画
推
進

委
員
会
で
は
、
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ

ム
で
披
露
し
た
家
庭
部
会
の
寸
劇

を
発
表
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

前
回
と
は
構
成
メ
ン
バ
ー
を
多
少

変
更
し
て
、
他
の
部
会
か
ら
も
ご

協
力
い
た
だ
い
て
の
発
表
と
な
り

ま
し
た
。

市
の
担
当
者
に
も
当
日
空
い
た

穴
を
埋
め
て
い
た
だ
き
、
素
人
な

が
ら
な
か
な
か
の
出
来
栄
え
に
な

り
ま
し
た
。

他
市
の
発
表
を
見
な
が
ら
演
技

お
父
さ
ん
役
の
方
が
歌
に
合
わ
せ

て
す
ご
い
勢
い
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
千

切
り
を
し
た
り
、「
セ
ク
ハ
ラ
差

別
さ
ら
り
と
か
わ
し
〜
♪
」
と
い

う
歌
と
と
も
に
セ
ク
ハ
ラ
を
さ
ら

り
と
か
わ
し
た
り
と
、
さ
わ
や
か

に
男
女
共
同
参
画
の
歌
を
演
技
つ

き
で
歌
っ
て
い
る
姿
に
は
、
笑
い

な
が
ら
涙
が
出
ま
し
た（
西
桂
町
）。

他
に
も
育
児
休
業
を
取
る
会
社

員
で
あ
る
父
親
の
職
場
で
の
模
様

を
題
材
に
し
た
劇（
都
留
市
）や
、

地
域
の
慰
安
旅
行
を
題
材
に
し
た

劇（
三
珠
え
が
り
て
の
会
）な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
市
民
の
み
な
さ
ん
へ

こ
の
世
に
男
と
女
が
い
る
限

り
、
ど
う
せ
一
緒
に
生
き
る
の
な

ら
ば
、
仕
事
の
場
で
あ
っ
て
も
、

子
育
て
の
場
で
あ
っ
て
も
介
護
の

場
で
あ
っ
て
も
、
ど
ん
な
場
で
も

共
に
思
い
や
り
を
持
っ
て
生
き
て

い
き
た
い
も
の
で
す
。

上
野
原
市
民
の
み
な
さ
ん
に

も
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
つ
い

て
も
っ
と
も
っ
と
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
推
進

委
員
一
同
活
動
を
広
げ
て
い
こ
う

と
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

《
下
水
道
を
大
切
に
》

下
水
道
は
自
然
や
私
た
ち
の
生

活
環
境
を
守
る
公
共
財
産
で
す
。

利
用
す
る
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

ル
ー
ル
を
守
っ
て
大
切
に
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

●
台
所
で
は
・・・

野
菜
く
ず
や
ご
飯
の
残
り
、
天

ぷ
ら
油
や
サ
ラ
ダ
油
な
ど
の
食
用

廃
油
な
ど
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
食
用
油
は
冷
え
る
と

固
ま
っ
て
下
水
道
管
の
中
に
こ
び

り
つ
き
、
流
れ
を
だ
ん
だ
ん
悪
く

し
ま
す
。
そ
こ

に
、
台
所
の
野

菜
く
ず
な
ど
の

固
形
物
が
ひ
っ

か
か
る
と
簡
単

に
つ
ま
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

●
水
洗
ト
イ
レ
で
は
・・・

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

紙
や
異
物
を
流
さ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
水

に
溶
け
な
い
テ

ィ
ッ
シ
ュ
ぺ
ー

パ
ー
、
タ
バ
コ
、

ガ
ム
な
ど
は
便

器
に
つ
ま
ら
な

下
水
道
の
は
な
し

の
コ
ツ
を
参
考
に
し
た
り
、
客
席

の
方
を
向
い
て
台
詞
を
言
っ
た

り
、
ア
ド
リ
ブ
を
利
か
せ
た
台
詞

が
登
場
し
た
り
と
、「
今
ま
で
で

一
番
よ
か
っ
た
！
」
と
自
画
自
賛

し
ま
し
た
（
笑
）。

他
市
か
ら
の
感
想
は
と
い
う

と
・・・
。
や
は
り
中
身
が
薄
い
こ

と
や
声
が
小
さ
い
な
ど
の
指
摘
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
推

進
を
始
め
て
間
も
な
い
の
で
こ
れ

か
ら
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
ま
し

ょ
う
。
ま
た
、
上
野
原
市
の
方
言

や
30
年
前
の
暮
ら
し
ぶ
り
が
よ
く

わ
か
っ
て
よ
か
っ
た
と
の
感
想
も

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
活
動
に

励
み
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
他
市
の
発
表

さ
て
、
他
市
の
発
表
は
と
い
う

と
・・・
。

目
か
ら
ウ
ロ
コ
が
落
ち
る
よ
う

な
発
表
が
い
く
つ
も
あ
り
、
多
く

の
刺
激
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

最
初
の
発
表
で
あ
る
劇
団
桜
っ

子
の
劇
は
圧
巻
で
、
プ
ロ
並
み
の

演
技
か
ら
笑
い
や
感
動
を
呼
ぶ
内

容
構
成
に
は
脱
帽
し
ま
し
た
。

他
に
13
団
体
ほ
ど
発
表
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、
あ
る
楽
曲
を
替
え

歌
に
し
て
モ
ニ
タ
ー
に
歌
詞
を
映

し
出
し
、
委
員
は
演
技
を
し
な
が

ら
歌
う
と
い
う
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
あ
っ
た
の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

ススマイルニュース
新しい未来へできることから始めよう
上野原スマイルプランVol .2



※
当
日
、
包
丁
研
ぎ
の
サ
ー
ビ
ス

を
い
た
し
ま
す
。
切
れ
味
の
悪

く
な
っ
た
包
丁
を
お
持
ち
く
だ

さ
い
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

男
女

共
同
参
画
推
進
委
員
会
ま
た
は

総
務
課
行
政
防
災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

上
野
原
市
男
女
共
同
参
画

推
進
委
員
を
募
集
し
ま
す

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

は
、
平
成
19
年
9
月
で
任
期
満
了

を
迎
え
ま
す
。
こ
こ
で
第
2
期
の

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

上
野
原
市
の
男
女
が
共
に
生
き

生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る
社
会
を

作
る
た
め
に
、
考
え
た
り
活
動
し

た
り
し
て
い
た
だ
け
る
方
、
総
務

課
行
政
防
災
担
当
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

☆
各
団
体
の
役
員
様
へ

市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

で
は
、
男
女
が
共
に
思
い
や
り
、

心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
な
活
動

を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
活
動
に
つ

い
て
、
何
卒
ご
理
解
と
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

総
務
課
行
政
防

災
担
当（
蕁
62
―

3
1
1
7
）

13 広報うえのはら　平成19年5月号　　　　　

中
高
生
、
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
も
、

み
ん
な
一
緒
に
な
っ
て
半
日
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

6
月
10
日（
日
）午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

●
場
所

秋
山
Y
L
O
会
館

●
申
込
み

5
月
18
日（
金
）ま
で

に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
内
容

《
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
教
え
る

小
学
生
の
料
理
教
室
》

○
内
容
　
と
ん
汁
・
お
に
ぎ
り
・

じ
ゃ
が
い
も
の
味
噌
炒
め

○
定
員

小
学
4
〜
6
年
生
20
名

※
出
来
上
が
っ
た
料
理
を
参
加
者

み
ん
な
で
い
た
だ
き
ま
す
。

《
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

と
遊
ぶ『
昔
遊
び
』》

○
内
容

お
手
玉
、
お
は
じ
き
、

め
ん
こ
遊
び
な
ど

《
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
》

○
対
象

小
学
1
〜
3
年
生
と
未

就
学
児

※
未
就
学
児
の
お
子
さ
ん
に
は
、

保
護
者
の
方
の
付
き
添
い
を
お

願
い
し
ま
す
。

※
中
学
生
･
高
校
生
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。（
昔
遊
び

や
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
）

て
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
女
性
の
み

な
さ
ん
、
積
極
的
に
職
業
能
力
の

向
上
を
目
指
し
、
性
で
差
別
さ
れ

な
い
職
場
づ
く
り
に
貢
献
し
ま
し

ょ
う
。

■
み
な
さ
ん
の
職
場
で
は
、
こ
の

よ
う
な
具
体
例
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？

・
育
児
休
業
は
取
得
で
き
た
が
、

休
業
後
に
パ
ー
ト
に
身
分
を
変

更
さ
れ
た
。

・「
パ
ー
ト
や
派
遣
に
育
児
休
業

は
な
い
か
ら
退
職
す
る
よ
う

に
」と
言
わ
れ
た
。

・「
前
例
が
な
い
か
ら
、
育
児
休

業
は
取
ら
せ
な
い
。」と
言
わ
れ

た
。

・
つ
わ
り
が
ひ
ど
く
医
者
の
指
導

で
休
ん
だ
ら
、
退
職
を
勧
め
ら

れ
た
。
な
ど

み
な
さ
ん
、
一
人
で
考
え
な
い

で
専
門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
聴
い

て
み
ま
せ
ん
か
？

地
域
部
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
地

域
部
会
で
は
、
6
月
10
日（
日
）に

地
域
セ
ミ
ナ
ー
i
n
秋
山
を
開
催

し
ま
す
。

小
さ
い
子
ど
も
も
、
お
じ
い
ち

ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
小
学
生
、

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー開催

の
お
知
ら
せ

職
場
部
会

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
職

場
部
会
で
は
、
6
月
30
日（
土
）に

ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

●
演
題

「
職
場
で
の『
女
だ
か

ら
・・・
』『
男
だ
か
ら
・・・
』
を

考
え
る
」

●
講
師

井
上
綾
子
さ
ん

●
日
時

6
月
30
日（
土
）午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室

●
募
集
人
員

70
名

●
参
加
申
込
み

5
月
31
日（
木
）

ま
で
に
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
託
児
所
を
設
置
し
ま
す
。
託
児

を
ご
希
望
の
場
合
は
申
し
込
み

時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

■
今
、
女
性
の
活
躍
の
場
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

も
っ
と
が
ん
ば
っ
て
み
た
い
の

に
、
女
性
は
男
性
と
は
違
う
か
ら

と
初
め
か
ら
諦
め
て
は
い
ま
せ
ん

か
？女

性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
す

る
差
別
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い

ま
す
。
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
目
指

し
た
い
、
新
た
な
目
標
に
向
か
っ

く
て
も
、
下
水
道
管
や
ま
す
の
中

で
つ
ま
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
下
水
道
に
有
害
物
を
流
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ソ
リ
ン
、
シ
ン
ナ
ー
、
石
油
、

ア
ル
コ
ー
ル
類
な
ど
揮
発
性
の
高

い
危
険
物
を
流
す
と
、
大
爆
発
を

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

下
水
道
汚
水
処
理
場
で
は
、
微
生

物
の
力
を
借
り
て
汚
水
の
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
強
い
酸
や
ア

ル
カ
リ
、
有
毒
、
有
害
な
薬
品
類

は
、
こ
れ
ら
の
微
生
物
を
死
滅
さ

せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

《
供
用
開
始
し
て
3
年
が

経
過
し
ま
し
た
》

当
市
で
は
、
平
成
16
年
度
か
ら

桂
川
流
域
下
水
道
関
連
公
共
下
水

道
と
し
て
供
用
開
始
し
、
3
年
が

経
過
し
ま
し
た
。
19
年
3
月
末
の

接
続
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
水
道
課
施
設

担
当
（
蕁
62
―

3
1
4
5
）

供用開始区域内の世帯
2,403世帯

接続世帯
1,781世帯

接続率
74.11％

下水道普及率（3月末現在）
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▼
中
島
明
和（
建
設
課
主
査
）

▼
原
田
和
子（
学
校
教
育
課
調
理

員
）

▼
上
條
武
雄（
市
立
病
院
内
科
医

長
）

▼
岡
本
廣
挙（
市
立
病
院
外
科
医

長
）

▼
相
川
琢
磨（
市
立
病
院
外
科
医

師
）

▼
曽
根
千
恵
子（
市
立
病
院
准
看

護
師
）

〔
2
月
28
日
付
け
〕

▼
不
動
田
あ
け
み（
市
立
病
院
看

護
師
）

〔
1
月
31
日
付
け
〕

▼
中
嶋
加
代
恵（
市
立
病
院
管
理

栄
養
士
）

〔
12
月
31
日
付
け
〕

▼
小
林
敏
樹（
市
立
病
院
外
科
医

師
）

▼
伊
藤
よ
う
子（
市
立
病
院
総
看

護
師
長
）

▼
萩
原
加
苗
子（
市
立
病
院
看
護

師
）

▼
奥
平
佳
美（
市
立
病
院
看
護
師
）

〈
新
規
任
用
〉

▼
税
務
課
主
事
　
宮
崎
貴
弘

▼
生
活
環
境
課
主
事
　
網
野
安
義

▼
福
祉
課
主
事
　
東
山
祐
紀

▼
長
寿
健
康
課
主
事
　
安
藤
慎
一

郎
▼
市
立
病
院
臨
床
工
学
技
士
　
竹

中
直
也

▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
久
嶋
秀

文
▼
消
防
総
務
課
消
防
士
　
中
島
龍

一
〈
任
命
〉

▼
消
防
本
部
消
防
長（
市
民
課
）

安
藤
芳
夫

〈
昇
任
〉

▼
市
民
部
長（
企
画
課
）酒
井
信
俊

▼
福
祉
保
健
部
長（
長
寿
健
康
課
）

山
闢
範
夫

▼
建
設
経
済
部
長（
総
務
課
）細
川

波
男

▼
生
活
環
境
課
長（
政
策
秘
書
室
）

安
留
俊
介

▼
長
寿
健
康
課
長（
税
務
課
）黒
部

均
▼
病
院
対
策
課
長（
企
画
課
）水
越

章
▼
下
水
道
課
長（
総
務
課
）平
本
美

好
▼
市
立
病
院
事
務
長（
市
立
病
院
）

小
佐
野
進

〈
派
遣
〉

▼
東
部
広
域
連
合
楽
生
園
長（
消

防
本
部
）須
藤
博
仁

▼
東
部
広
域
連
合
副
主
幹（
市
民

課
）石
井
優
俊

▼
東
部
広
域
連
合
主
査（
市
立
病

院
）山
口
和
裕

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
主

幹（
市
民
課
甲
東
支
所
）加
藤
和

久
▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団
副

主
幹（
生
活
環
境
課
）佐
藤
　
正

▼
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
副
主
査（
税
務
課
）石
川
竜

也
▼
大
月
市
消
防
本
部（
消
防
課
）

野
沢
　
通

〈
派
遣
解
除
・
転
任
〉

▼
税
務
課
副
主
幹（
東
部
広
域
連

合
）志
村
信
幸

▼
経
済
課
副
主
幹（
東
部
広
域
連

合
）佐
藤
雄
二

▼
建
設
課
主
査（
東
部
広
域
連
合
）

安
留
　
圭

▼
生
活
環
境
課
主
幹（
東
部
地
域

広
域
水
道
企
業
団
）高
橋
行
徳

▼
生
活
環
境
課
主
任（
東
部
地
域

広
域
水
道
企
業
団
）井
上
勝
正

〈
併
任
〉

▼
消
防
総
務
課
消
防
司
令（
大
月

市
消
防
本
部
）大
野
章
夫

〈
退
職
〉〔
3
月
31
日
付
け
〕

▼
中
村
初
男（
消
防
本
部
消
防
長
）

▼
安
藤
　
豊（
経
済
課
長
補
佐
）

▼
三
浦
幸
雄（
市
立
病
院
あ
ん
ま

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
）

▼
植
松
美
鈴（
市
立
病
院
看
護
師
）

▼
小
澤
岩
雄（
建
設
経
済
部
長
）

▼
上
條
　
喬（
政
策
秘
書
室
長
）

▼
大
神
田
光
司（
福
祉
保
健
部
長
）

▼
臼
井
和
文（
市
民
部
長
）

▼
杉
本
喜
重（
東
部
広
域
連
合
楽

生
園
長
）

▼
志
村
正
雄（
税
務
課
長
補
佐
）

▼
久
島
義
三（
市
民
課
大
目
支
所

主
幹
支
所
長
）

▼
水
越
光
治（
東
部
地
域
広
域
水

道
企
業
団
主
幹
）

▼
平
賀
愛
世（
市
民
課
島
田
支
所

主
幹
支
所
長
）

▼
細
川
菊
夫（
市
民
課
西
原
支
所

主
幹
支
所
長
）

▼
桑
原
春
男（
市
民
課
巌
支
所
主

幹
支
所
長
）

▼
小
澤
悦
子（
学
校
教
育
課
副
主

幹
）

▼
卯
月
は
る
み（
福
祉
課
副
主
幹
）

〈
併
任
解
除
〉

▼
大
月
市
消
防
本
部
消
防
司
令
補

（
消
防
署
）知
見
　
学

〈
配
置
換
〉

▼
総
務
課
長（
生
活
環
境
課
）湯
川

清
平

▼
企
画
課
長（
会
計
課
）尾
形
壽
春

▼
市
民
課
長（
市
立
病
院
）小
俣
幸

三
▼
会
計
課
長（
下
水
道
課
）藤
本
文

雄
▼
総
務
課
主
幹
特
命
検
査
員（
下

水
道
課
）福
井
英
明

▼
企
画
課
主
幹（
政
策
秘
書
室
）

小
早
川
浩

▼
企
画
課
主
幹（
総
務
課
）石
井
明

文
▼
税
務
課
主
幹（
市
民
課
大
鶴
支

所
）中
島
正
史

▼
税
務
課
主
幹（
企
画
課
）落
合
康

文
▼
市
民
課
主
幹（
市
民
課
棡
原
支

所
）岡
部
仁
勇

▼
福
祉
課
主
幹（
市
立
病
院
）横
瀬

一
利

▼
福
祉
課
主
幹（
経
済
課
）志
村
輝

雄
▼
病
院
対
策
課
主
幹（
市
立
病
院
）

佐
藤
和
弘

▼
経
済
課
主
幹（
生
活
環
境
課
）山

口
宏
行

▼
経
済
課
主
幹（
福
祉
課
）佐
藤
利

彦

市
職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
で
、
市
職
員
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
内
容
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
、（

）
内
は
旧
所
属
）



●
小
俣
鐵
夫
、
水
野
民
子
、
小
澤

妙
子
、
和
智
孝
子
、
小
俣
キ
ヌ

子
、
岩
本
春
雄
、
小
俣
芳
子
、

小
椋
有
治
、
亀
山
繁
子
、
土
屋

勢
津
子
、
安
留
紀
久
子

な
お
、
毎
週
日
曜
日
午
前
10
時

〜
午
後
3
時
ま
で
、
上
野
原
織
物

工
業
協
同
組
合
で
相
談
所
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

上
野
原
市
結
婚

相
談
所
（
蕁
63
│

3
8
0
0
）

▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
副
士

長（
消
防
署
）小
林
茂
明

市
役
所
出
張
所
に

臨
時
職
員
を
配
置
し
ま
し
た

《
大
目
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
上
條
　
喬

▼
職
員
　
小
澤
弘
昭

《
甲
東
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
中
村
初
男

▼
職
員
　
曽
根
悟
子

《
巌
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
久
島
義
三

▼
職
員
　
古
屋
照
子

《
大
鶴
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
大
神
田
光
司

▼
職
員
　
古
菅
彜
子

《
島
田
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
平
賀
愛
世

▼
職
員
　
宮
田
ゆ
か
り

《
棡
原
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
志
村
正
雄

▼
職
員
　
海
上
俊
臣

《
西
原
出
張
所
》

▼
出
張
所
長
　
水
越
光
治

▼
職
員
　
横
瀬
佐
勝

結
婚
相
談
員
が

委
嘱
さ
れ
ま
し
た

上
野
原
市
の
結
婚
相
談
員
に
、

次
の
11
人
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。（
敬
称
略
）
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▼
市
立
病
院
主
幹（
企
画
課
）水
越

右
士

▼
市
立
病
院
主
幹（
経
済
課
）和
田

正
樹

▼
企
画
課
副
主
幹（
学
校
教
育
課
）

石
井
源
仁

▼
企
画
課
副
主
幹（
政
策
秘
書
室
）

佐
藤
通
朗

▼
税
務
課
副
主
幹（
学
校
教
育
課
）

小
早
川
京
子

▼
税
務
課
副
主
幹（
社
会
教
育
課
）

臼
井
一
則

▼
市
民
課
副
主
幹（
長
寿
健
康
課
）

久
島
文
子

▼
福
祉
課
副
主
幹（
税
務
課
）落
合

好
子

▼
社
会
教
育
課
副
主
幹（
市
民
課
）

岡
部
当
子

▼
市
立
病
院
副
主
幹（
福
祉
課
）

鷹
取
雅
臣

▼
企
画
課
主
査（
政
策
秘
書
室
）

清
水
靖
夫

▼
企
画
課
主
査（
社
会
教
育
課
）

桑
名
定
則

▼
福
祉
課
主
査（
税
務
課
）中
村
牧

子
▼
巌
保
育
所
主
査
保
育
士（
上
野

原
第
二
保
育
所
）長
門
み
ど
り

▼
上
野
原
第
二
保
育
所
主
査
保
育

士（
島
田
保
育
所
）長
田
ひ
と
み

▼
長
寿
健
康
課
主
査（
経
済
課
）

安
藤
こ
ず
枝

▼
学
校
教
育
課
主
査（
総
務
課
）

安
藤
哲
也

▼
総
務
課
副
主
査（
生
活
環
境
課
）

吉
田
晴
信

▼
企
画
課
副
主
査（
政
策
秘
書
室
）

長
島
理
恵

▼
税
務
課
副
主
査（
建
設
課
）井
田

浩
由

▼
税
務
課
副
主
査（
総
務
課
）瀧
森

哲
也

▼
福
祉
課
副
主
査（
建
設
課
）岡
部

貴
則

▼
島
田
保
育
所
副
主
査
保
育
士

（
巌
保
育
所
）花
本
富
代

▼
経
済
課
副
主
査（
秋
山
支
所
）

原
田
保
則

▼
議
会
事
務
局
副
主
査（
企
画
課
）

山
本
直
美

▼
税
務
課
主
任（
議
会
事
務
局
）

原
田
　
宙

▼
税
務
課
主
任（
市
民
課
）石
井
春

彦
▼
市
民
課
主
任（
経
済
課
）上
條
貴

透
▼
病
院
対
策
課
主
任（
税
務
課
）

卯
月
正
一
郎

▼
学
校
教
育
課
主
任（
秋
山
支
所
）

小
俣
智
明

▼
総
務
課
技
術
員（
社
会
教
育
課
）

斉
藤
治
士

▼
企
画
課
運
転
手（
政
策
秘
書
室
）

田
中
辰
雄

▼
上
野
原
第
一
保
育
所
調
理
員

（
秋
山
支
所
）杉
本
厚
子

▼
建
設
課
技
術
員（
生
活
環
境
課
）

佐
藤
丈
彦

▼
市
立
病
院
医
師（
市
民
課
）今
村

豪
▼
消
防
署
秋
山
出
張
所
消
防
司
令

補（
消
防
署
）小
笠
原
春
雄

▼
消
防
署
消
防
司
令
補（
消
防
本

部
庶
務
課
）中
島
千
興

▼
消
防
署
消
防
士
長（
消
防
署
秋

山
出
張
所
）渡
邉
　
久

▼
消
防
署
消
防
士
長（
消
防
署
秋

山
出
張
所
）岡
本
　
功

▼
消
防
署
棡
原
出
張
所
消
防
士
長

（
消
防
署
）山
本
和
照

▼
消
防
署
消
防
士
長（
消
防
本
部

庶
務
課
）宇
山
昌
希

▼
消
防
署
消
防
副
士
長（
消
防
署

棡
原
出
張
所
）中
嶋
清
仁

島
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
網
野

清
治
さ
ん
は
、
3
月
31
日
付
け
で
、

上
野
原
市
教
育
委
員
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

教
育
委
員
に
網
野
清
治
さ
ん

市
役
所
か
ら
お
知
ら
せ

市
役
所
の
開
庁
時
間
が
午
後

5
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま
し

た
4
月
か
ら
市
役
所
の
開
庁

時
間
が
15
分
長
く
な
り
、
午

後
5
時
30
分
ま
で
と
な
り
ま

し
た
。

秋
山
支
所
お
よ
び
各
出
張

所
の
窓
口
も
午
後
5
時
30
分

ま
で
と
な
り
ま
す
の
で
ご
利

用
く
だ
さ
い
。



ネ
ル
ギ
ー
摂
取
を
し
ま
し
ょ

う
。

②
ア
ル
コ
ー
ル
を
控
え
め
に
し
、

週
2
日
の
休
肝
日
を
つ
く
り
ま

し
ょ
う
。

③
刺
激
物
、
香
辛
料
は
控
え
め
に

し
ま
し
ょ
う
。

④
良
質
な
高
蛋
白
食
品
を
摂
り
ま

し
ょ
う
。

・
毎
食
、
主
菜
に
は
卵
、
牛
乳
や

チ
ー
ズ
、
魚
、
肉
、
豆
腐
、
豆

製
品
な
ど
良
質
な
た
ん
ぱ
く
源

を
欠
か
さ
ず
献
立
に
使
う
等
。

⑤
野
菜
・
海
藻
・
果
物
な
ど
を
摂

り
ま
し
ょ
う
。

・
ビ
タ
ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物

繊
維
を
十
分
と
る
た
め
に
、
野

菜
や
き
の
こ
、
海
藻
類
を
使
っ

た
煮
物
や
お
浸
し
、
あ
え
も
の
、

サ
ラ
ダ
な
ど
の
料
理
を
副
菜
と

し
て
必
ず
添
え
る
等
。

⑥
質
の
よ
い
睡
眠
を
と
り
ま
し
ょ

う
。

・
遅
い
時
間
の
飲
食
は
肝
臓
に
負

担
を
か
け
、
熟
睡
を
妨
げ
ま
す
。

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
ぐ
っ
す

り
眠
っ
て
す
っ
き
り
目
覚
め
、

疲
れ
は
そ
の
日
の
う
ち
に
解
消

し
ま
し
ょ
う
。

自
己
主
張
を
せ
ず
、
黙
々
と
働

い
て
い
る
肝
臓
を
い
た
わ
る
た
め

に
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
少
し
見

直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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肝
臓
を
大
切
に
す
る

生
活
の
す
す
め

毎
年
5
月
の
第
4
週
は「
肝
臓

週
間
」で
す
。
昔
か
ら
「
肝
心（
腎
）

要
」と
言
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

肝
臓
は
心
臓
、
腎
臓
と
と
も
に
人

体
に
と
っ
て
大
切
な
臓
器
の
ひ
と

つ
で
す
。
み
な
さ
ん
は
自
分
の
肝

臓
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

《
肝
臓
の
特
徴
と
働
き
》

肝
臓
は
人
体
最
大
の
臓
器
で
、

み
ぞ
お
ち
の
右
側
に
あ
り
、
重
さ

1
裴
か
ら
2
裴
で
多
量
に
血
液
を

含
む
た
め
暗
紫
色
を
し
て
い
ま

す
。吸

収
さ
れ
た
栄
養
分
を
科
学
的

に
処
理
し
、
人
体
に
有
用
な
形
に

作
り
変
え
た
り
、
体
内
に
入
っ
て

き
た
有
害
物
質
を
解
毒
し
た
り
、

人
体
に
と
っ
て
重
要
な
働
き
を
し

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
肝
臓
が
ダ
ウ
ン
す
る

と
、
有
害
物
質
が
排
除
さ
れ
ず
に

脳
な
ど
に
ま
わ
っ
て
、
私
た
ち
の

生
命
は
た
ち
ま
ち
危
険
な
状
態
に

陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
ら
を

防
ぐ
た
め
に
肝
臓
に
は
、
た
く
さ

ん
の
予
備
能
力
と
再
生
能
力
が
あ

り
、
病
気
に
よ
っ
て
肝
細
胞
が
破

壊
さ
れ
て
も
自
覚
症
状
が
現
れ
に

く
い
の
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、

本
人
が
気
づ
か
な
い
う
ち
に
肝
臓

病
に
か
か
っ
て
い
る
人
た
ち
が
増

え
て
い
ま
す
。

《
脂
肪
肝
と
生
活
習
慣
病
》

肝
臓
病
と
言
え
ば
お
酒
を
連
想

す
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
疾
患

は
脂
肪
肝
か
ら
始
ま
り
、
肝
炎
、

肝
硬
変
へ
と
進
行
し
て
い
き
ま

す
。肝

臓
は
作
り
出
し
た
中
性
脂
肪

を
血
液
中
に
放
出
し
て
い
ま
す

が
、
放
出
が
追
い
つ
か
ず
に
肝
臓

に
脂
肪
が
た
ま
っ
た
と
き
に
脂
肪

肝
に
な
り
ま
す
。

平
成
18
年
度
に
市
で
実
施
し
た

各
種
健
診
の
受
診
者
で
、
脂
肪
肝

を
指
摘
さ
れ
た
人
は
、
受
診
者
全

体
の
お
よ
そ
15
％
で
し
た
。

脂
肪
肝
自
体
は
健
康
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
放
っ
て
お
く
と

高
脂
血
症
・
動
脈
硬
化
症
・
高
血

圧
な
ど
の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が

り
ま
す
。

《
肝
臓
を
い
た
わ
り
ま
し
ょ
う
》

①
自
分
の
活
動
量
に
見
合
っ
た
エ

介
護
予
防
事
業
の
一
つ「
元
気

い
き
い
き
教
室
」の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

●
目
的
　
高
齢
者
の
転
倒
に
よ
る

骨
折
や
、
加
齢
に
伴
う
運
動
器

の
機
能
低
下
を
予
防
し
、
機
能

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
要
介

護
の
原
因
と
な
る
閉
じ
こ
も
り

に
よ
る
廃
用
症
候
群（
不
活
発

病
）や
認
知
症
、
低
栄
養
状
態

や
口
腔
機
能
低
下
を
予
防
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
長
く
自

立
生
活
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

●
対
象
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方

※
要
介
護（
要
支
援
）認
定
者
の
方

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

●
教
室
の
日
程
と
内
容

こ
の
教

室
は
、
6
月
か
ら
8
月
ま
で
の

3
か
月
間
の
う
ち
、
2
会
場
で

行
い
、
各
会
場
ご
と
に
週
1
回

曜
日
を
決
め
て
12
回
実
施
し
ま

す
。

《
み
の
り
の
里

介
護
老
人
保
健
施
設
旭
ヶ
丘
》

◎
開
催
曜
日
・
時
間（
２
コ
ー
ス
）

・
月
曜
日（
A
）6
月
4
日
〜

・
木
曜
日（
Ｂ
）6
月
7
日
〜

◎
時
間
　
午
後
1
時
〜
3
時

◎
内
容
　
筋
力
訓
練
・
転
倒
予
防

リ
ハ
ビ
リ
、
嚥
下
体
操
、
栄
養

指
導
、
認
知
症
予
防
プ
ロ
グ
ラ

ム
等

◎
指
導
者
　
医
師
・
作
業
療
法

士
・
看
護
師
・
管
理
栄
養
士

《
コ
モ
ア
ケ
ア
セ
ン
タ
ーあ

い
里
》

◎
開
催
曜
日
・
時
間（
１
コ
ー
ス
）

・
木
曜
日
　
6
月
7
日
〜

◎
時
間
　
午
前
10
時
か
ら
正
午

◎
内
容
　
筋
力
向
上
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
◎
指
導
者
　
健
康
運
動
指
導
士

※
両
会
場
と
も
送
迎
を
実
施
し
ま

す
。

※
各
教
室
と
も
定
員
は
10
名
と
な

り
ま
す
。

●
参
加
申
込
み
　
教
室
参
加
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
教
室
参
加
料
　
１
回
200
円

※
ま
た
、
保
険
料
と
し
て
800
円
い

た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
み
締
切
　
5
月
15
日（
火
）

午
後
5
時
ま
で

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
寿

健
康
課
高
齢
者
介
護
担
当

（
蕁
62
―

4
1
3
3
）
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5 
問い合わせ
保健担当
電話 62-4134

★乳幼児健診（5/1～6/10までの予定）

◎受付時間 午後1：00～1：20
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
※該当児にはお知らせを郵送します。

★春期小児まひ（ポリオ）予防接種
◎対 象 児 接種日に3か月～7歳5か月の乳幼児

※接種者が集中するのを避けるため、1回目・2回

目それぞれの対象者の実施日に来てください。

※1回目と2回目の接種間隔が長期間あいても、必

ず2回接種してください。

◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）
◎受付時間 午後1：15～1：40
◎持 ち 物 母子健康手帳、予診票、ボールペン
※予約の必要はありません。

★乳幼児すこやか発達相談
「子どものことばが遅い」、「子どものくせが気にな
る」、「こどもがすぐかんしゃくをおこして大変」、
「お友だちと上手に遊べない」などの悩みごとの相
談を行っています。
◎日　　時 5月28日（月）予約制になります。
◎スタッフ　心理相談員・保健師
◎対　　象　市内在住の0歳～就学前までのお子さ

んと保護者
※電話でお申し込みください。

★母子健康手帳交付・妊婦相談日
◎日　　時 毎週火・木曜日（祝日を除く）

午前9：00～11：00
◎場　　所 保健センター（勤労青少年ホーム）

★１日人間ドック
※4月1日から検診料が変更になります。

◎対 象 者 市に住民登録のある35歳以上の方
（H19･4･1～H20･3･31までに35歳にな
る方も含む）

◎検 診 料 自己負担金　10,700円（昼食代含む・
オプション検査は別途）
婦人科を受診される方は12,400円（子
宮がん1,000円・乳がん700円）

※オプション検査・料金・実施日など、詳細は各
施設へお問い合わせください。
※1日人間ドックと市で実施している各種集団検診

は、同年度中に重複して受診することができま

せん。重複した場合は、1日人間ドックの費用を

全額実費負担することになりますので、ご注意

ください。不明な点は保健担当までお問い合わ

せください。

★すこやか健康相談（5/1～6/10までの予定）

◎対 象 者 市に住民登録のある方で、糖尿病が
気になる方、健康相談を希望の方

◎内　　容 血圧測定、血糖値測定、尿検査、体
重測定、体脂肪測定等

◎持 ち 物 健康手帳（持っていない方には当日交
付します。）、筆記用具

◎注　　意 血糖値検査では空腹時の血糖を測定
しますので、当日の朝食はなるべく
食べないようにしてください。（湯茶
は可）

※保健センターでの糖尿病が気になる方の健康相

談を希望される方は、電話等で前日までにご連

絡ください。

持　ち　物

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

母子健康手帳
バスタオル・問診票

3～4
か月児

9～10
か月児

1 歳
6か月児

該当児
平成18年
12月下旬・
平成19年
1月生
平成18年
7月・8月
上旬生
平成17年
10月・11
月生

実施日

5月10日
（木）

5月24日
（木）

5月29日
（火）

実施日

5月11日（金）
6月 8日（金）

5月18日（金）

時　　　間
午前 9：00～ 10：00
糖尿病が気になる方
（要予約）
午前10：00～11：00
一般健康相談
午前 9：30～ 11：00

場　　　所

保健センター

西 原 支 所

実施機関
クアハウス石和（笛吹市）
山梨県厚生連健康管理
センター（甲府市）
仁和会総合病院健診
センター（八王子市）

送迎
一部あり

一部あり

なし

問い合わせ・申込み
055－263－7071

0120－28－5592

042－644－3721

実施日
5月15日（火）
5月11日（金）
6月 5日（火）

対　　　　象
1 回 目 を 接 種 す る 人
2 回 目 を 接 種 す る 人

整 理 日



●
試
験
種
目

甲
・
乙
・
丙
種

○
試
験
日

6
月
9
日（
土
）

○
場
所

都
留
文
科
大
学（
都
留

市
田
原
3
│

8
│

1
）

○
試
験
日

6
月
17
日（
日
）

○
場
所

山
梨
学
院
大
学（
甲
府

市
酒
折
2
│

4
│

5
）

●
願
書
受
付
期
間
・
場
所

・
5
月
1
日（
火
）〜
11
日（
金
）

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
山
梨

県
支
部
（
土
・
日
・
祝
日
は
除

く
）

・
5
月
7
日（
月
）大
月
市
消
防
本

部
・
5
月
8
日（
火
）富
士
五
湖
消
防

本
部

・
5
月
9
日（
水
）峡
南
消
防
本
部

※
願
書
は
、
市
消
防
本
部
に
用
意

し
て
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

市
消
防
本
部
消

防
総
務
課
予
防
担
当（
蕁
62
―

4

1
1
1
）

6
月
1
日
は

人
権
擁
護
委
員
の
日
で
す

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
6
月
1
日
を「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」と
定
め
、
み
な
さ
ん
に

人
権
思
想
の
普
及
と
高
揚
を
呼
び

か
け
て
い
ま
す
。

人
権
問
題
や
も
め
ご
と
で
お
困

り
の
方
は
、
い
じ
め
110
番（
蕁
0

ト
ボ
ー
ル
・
ゴ
ル
フ
・
ボ
ウ
リ

ン
グ
・
剣
道
・
サ
ッ
カ
ー
・
柔

道
　
計
15
種
目

●
問
い
合
わ
せ
　
市
体
育
協
会

（
蕁
62
―

3
4
0
9
）

商
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

卸
売
業
、
小
売
業
の
事
業
所
を

対
象
に
6
月
1
日
現
在
で
実
施

経
済
産
業
省
で
は
、
6
月
1
日

現
在
で
平
成
19
年
商
業
統
計
調
査

（
卸
売
・
小
売
業
）を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
卸
売
・

小
売
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
と

し
、
商
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
都
道
府

県
知
事
か
ら
任
命
さ
れ
た
商
業
統

計
調
査
員
が
事
業
所
を
直
接
訪
問

し
、
調
査
票
を
配
布
し
て
必
要
な

事
項
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
取

集
す
る
と
い
う
方
法
等
で
行
い
ま

す
。提

出
さ
れ
た
調
査
票
は
、
統
計

法
に
よ
り
厳
重
に
秘
密
が
守
ら

れ
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
に
は

一
切
使
用
い
た
し
ま
せ
ん
の
で
、

正
確
な
報
告
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
企
画
課
秘
書
広

報
担
当（
蕁
62
│

3
1
1
8
）

持
者
お
よ
び
付
き
添
い
の
で
き

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

●
定
員

80
名（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
含
む
・
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

●
参
加
費

1
人
1
5
0
0
円

●
募
集
期
間

5
月
14
日（
月
）

〜
25
日（
金
）ま
で
の
午
前
9
時

〜
午
後
5
時（
土
・
日
は
除
く
）

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

市
社

会
福
祉
協
議
会（
蕁
63
│

0
0
0

2
）

第
3
回
上
野
原
市
体
育
祭
り

を
開
催
し
ま
す

市
お
よ
び
市
体
育
協
会
・
市
教

育
委
員
会
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、
健
康

増
進
と
体
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
次
の
と
お
り
第
3
回

上
野
原
市
体
育
祭
り
を
開
催
し
ま

す
。

●
日
時
　
5
月
27
日（
日
）午
前
8

時
30
分
〜（
種
目
に
よ
り
日
時

が
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

●
会
場
　
中
心
会
場
は
上
野
原
中

学
校
（
競
技
種
目
に
よ
っ
て
会

場
が
異
な
り
ま
す
。）

●
種
目

軟
式
野
球
・
卓
球
・
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
・
弓
道
・
テ
ニ
ス
・
ゲ
ー

5
5
―

2
5
2
―

0
1
1
0
）ま
た

は
甲
府
地
方
法
務
局
大
月
支
局

（
蕁
22
―

0
7
9
9
）に
い
つ
で
も

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

な
お
、
市
で
は
毎
月
1
回
、
人

権
相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

特
設
相
談
日

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室
7

●
日
時

6
月
1
日（
金
）午
前
10

時
〜
正
午

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課（
蕁
62
―

3
1
1
5
）

心
身
障
害
者
の
た
め
の

社
会
見
学
バ
ス
参
加
者
募
集

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
在

宅
の
心
身
に
障
害
を
持
つ
成
人
の

方
々
を
対
象
に
、
社
会
見
学
バ
ス

の
参
加
者
お
よ
び
付
き
添
い
の
で

き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

●
日
時

6
月
2
日（
土
）

午
前
8
時
30
分
出
発

●
集
合
場
所

上
野
原
市
役
所
庁

舎
前

●
行
き
先

風
林
火
山
博
お
よ
び

フ
ル
ー
ツ
公
園

●
対
象
者

市
内
に
お
住
ま
い
で

身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
所
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日
本
語
教
室
を

開
催
し
て
い
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎
月
2

回
、
外
国
人
を
対
象
に
日
本
語
教

室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
家
族
や

地
域
で
日
本
語
が
話
せ
ず
に
困
っ

て
い
る
外
国
人
が
い
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
、
声
を
か
け
て
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
2
日（
水
）・
16
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
2
階

会
議
室
2

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

社
会

教
育
課
社
会
教
育
担
当（
蕁
62
│

3
4
0
9
）

危
険
物
取
扱
者
試
験
を

実
施
し
ま
す

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

山
梨
県
支
部
で
は
、
危
険
物
取
扱

者
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。



〜
午
後
5
時（
土
・
日
曜
日
は

除
く
）

●
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
計
画
担

当（
蕁
62
―

3
1
2
3
）

広
報
担
当
部
署
が

変
わ
り
ま
し
た

市
の
組
織
の
見
直
し
に
よ
り
、

4
月
1
日
か
ら
広
報
の
担
当
部
署

が
企
画
課
計
画
推
進
担
当
か
ら
企

画
課
秘
書
広
報
担
当
に
変
わ
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
る
広
報

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
応
募
方
法

（
入
場
無
料
）

郵
便
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
郵
便
番

号
②
住
所
③
名
前
④
電
話
番
号

⑤
希
望
回（
1
回
目
・
2
回
目
）

⑥
希
望
人
数（
4
人
ま
で
）を
ご

記
入
の
う
え
申
込
み
先
ま
で
お

送
り
く
だ
さ
い
。（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。）

●
締
切

5
月
18
日（
金
）必
着

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
4

0
0
―

8
5
5
2
Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府

放
送
局「
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ

ン
小
劇
場
」観
覧
係（
蕁
0
5
5

―

2
2
2
―

1
3
1
4

平
日
午

前
10
時
〜
午
後
6
時
30
分
）

5
月
の
「
子
育
て
プ
レ
イ

ル
ー
ム
」
の
お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
担
当
で
は
、
も
み

じ
ホ
ー
ル
の
一
室
を「
子
育
て
プ

レ
イ
ル
ー
ム
」と
し
て
開
放
し
て

い
ま
す
。
親
子
が
安
心
し
て
遊
べ

る
場
所
、
情
報
交
換
の
場
所
と
し

て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
日
時

5
月
9
日（
水
））・
23
日

（
水
）午
前
9
時
〜
正
午

●
利
用
方
法

希
望
者
は
あ
ら
か

じ
め
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
な
お
、
一
度
申
し
込

み
を
さ
れ
た
方
は
、
再
度
申
し

込
む
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

福
祉

課
子
育
て
支
援
担
当（
蕁
62
│

3

ト
ワ
ー
ク
会
議
事
務
局
ド
リ
ー

ム
宝
小
林（
蕁
23
│

0
4
6
0
）

ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン

小
劇
場
を
開
催
し
ま
す

Ｎ
Ｈ
Ｋ
甲
府
放
送
局
で
は
、
お

か
あ
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
宅
配
便

「
ぐ
〜
チ
ョ
コ
ラ
ン
タ
ン
小
劇
場
」

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
9
日（
土
）

・
1
回
目
　
開
場
午
前
11
時
30
分

・
2
回
目
　
開
場
午
後
2
時

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル

●
出
演

ス
プ
ー
・
ア
ネ
ム
・
ズ

ズ
・
ジ
ャ
コ
ビ
な
ど

1
1
5
）

都
市
計
画
審
議
委
員
を

募
集
し
ま
す

市
で
は
、
次
の
と
お
り
都
市
計

画
審
議
委
員
を
募
集
し
ま
す
。
ま

ち
づ
く
り
に
興
味
を
お
持
ち
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
募
集

①
学
識
経
験
者（
都
市
計
画
・
建

築
・
環
境
な
ど
）
5
名
程
度

②
市
内
在
住
者
　
　
3
名
程
度

※
自
薦
・
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
募
集
期
間

5
月
11
日（
金
）

〜
25
日（
金
）
午
前
8
時
30
分

障
害
を
持
つ
当
事
者
や

家
族
の
方
へ

東
部
圏
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議

で
は
、
地
域
で
生
活
す
る
障
害
者

（
身
体
・
知
的
・
精
神
）
や
家
族

の
方
が
集
ま
っ
て
日
頃
の
悩
み
や

情
報
交
換
、
福
祉
の
充
実
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
東
部
圏
域
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
会
議
上
野
原
部
会
を
開

催
し
ま
す
。

●
日
時

5
月
16
日（
水
）午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所

も
み
じ
ホ
ー
ル
3
階
会

議
室

●
問
い
合
わ
せ

東
部
圏
域
ネ
ッ
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区　　　分 日　　　時 場　　所

児 童 巡 回 相 談

ふれあい福祉相談

定 例 人 権 相 談

市税収納・納税相談

行 政 相 談 所

ハローワーク出張相談

社 会 保 険 相 談 所

結 婚 相 談 所

学校カウンセラー
教 育 相 談

10日（要予約　　62ー3115）

市老人福祉センター
63-3444

市役所1階
税務課カウンター

もみじホール相談室

市商工会

織物工業協同組合

午前  10：30 ～ 午後 3：00
毎週月・木曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00
10日
午前 10：00 ～ 　　正　午
27日
午前 9：00 ～ 　　正　午

10日
午前 9：30 ～ 午後 4：00
毎週日曜日
午前 10：00 ～ 午後 3：00

毎週月曜日 ～ 木曜日
　　　　　　　　（祝日を除く）
　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 
午前 9：00 ～ 午後 4：00

5月の相談日

63-5700
0120-28-7830

（祝日を除く）

もみじホール
3階会議室7

21日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00 市役所会議室A

15日  
午前 10：00 ～ 午後 3：00

もみじホール
1階会議室1

もみじホール
3階和室

上
野
原
地
区
に
お
住
ま
い
の
尾

形
み
ち
子
さ
ん
、
秋
山
地
区
に
お

住
ま
い
の
原
田
和
人
さ
ん
は
、
平

成
19
年
4
月
1
日
付
け
で
、
総
務

大
臣
よ
り
行
政
相
談
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
所
は
、
旧
上
野
原
町

の
地
域
で
は
市
役
所
で
、
旧
秋
山

村
の
地
域
で
は
秋
山
公
民
館
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

相
談
日
は
、
下
記
の
相
談
日
欄

に
毎
月
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
委
員
に
尾
形
み
ち
子
さ
ん

原
田
和
人
さ
ん

原田和人さん 尾形みち子さん



お
好
き
な
回
を
ど
な
た
で
も
受

講
い
た
だ
け
ま
す
。
な
お
、
こ
の

講
座
は
、「
キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
や

ま
な
し
」の
連
携
講
座
で
す
。

●
受
講
料
　
無
料

●
定
員

各
回
30
名（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。）

●
場
所
　
帝
京
科
学
大
学
本
館
棟

●
申
込
み
方
法

5
月
7
日（
月
）よ
り
電
話
受
付

開
始

な
お
、
受
付
時
間
は
、
平
日
の

午
前
9
時
30
分
か
ら
午
後
5
時

ま
で
と
な
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

帝
京

科
学
大
学
総
務
課（
蕁
63
―

6
9

1
1
）

市
民
プ
ー
ル
か
ら
お
知
ら
せ

市
民
プ
ー
ル
で
は
、
健
康
増
進

と
水
泳
へ
の
興
味
を
持
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、「
流
水
運
動
」
と

ス
イ
ミ
ン
グ
の
「
個
人
レ
ッ
ス
ン
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。

《
流
水
健
康
教
室
》

流
水
健
康
教
室
は
、
泳
げ
な
い

方
で
も
大
丈
夫
、
超
音
波
流
水
を

当
て
る
だ
け
で
流
水
の
刺
激
に
よ

り
全
身
運
動
が
大
き
く
な
り
、
運

動
後
の
「
爽
快
感
」
も
高
ま
り
ま

す
。
そ
の
効
果
は
「
内
臓
機
能
」

キ
ャ
ッ
プ
、
タ
オ
ル
等

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

指
定

管
理
者
ふ
じ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

上
野
原
校
（
蕁
63
―

6
2
2
2
）

や
ま
び
こ
支
援
学
校
か
ら

お
知
ら
せ

県
立
や
ま
び
こ
支
援
学
校
で

が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
で
「
健
康
」

に
良
く
「
老
化
防
止
」
に
つ
な
が

り
ま
す
。

●
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
　
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
20
分

毎
週
金
曜
日（
夜
間
の
部
）午
後

7
時
30
分
〜
8
時
20
分

《
ス
イ
ミ
ン
グ

個
人
レ
ッ
ス
ン
教
室
》

ス
イ
ミ
ン
グ
の
個
人
レ
ッ
ス
ン

は
、
担
当
の
ス
イ
ミ
ン
グ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
が
み
な
さ
ん
の
レ
ベ

ル
に
合
わ
せ
て
指
導
い
た
し
ま

す
。
初
め
て
泳
ぎ
た
い
方
、
も
う

少
し
き
れ
い
に
泳
ぎ
た
い
方
、
ま

た
、
個
々
の
腕
の
使
い
方
、
キ
ッ

ク
の
仕
方
等
各
自
の
希
望
に
よ

り
、
き
め
細
か
く
指
導
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

●
日
時

毎
週
月
・
水
・
金
・
土

午
前
11
時
30
分
〜
正
午

※
両
ク
ラ
ス
と
も
夏
季
は
お
休
み

し
ま
す
。

●
定
員

流
水
健
康
教
室
各
回
20

名
　
個
人
レ
ッ
ス
ン
各
回
3
名

※
前
日
ま
で
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
電
話
予
約
も
可
能
で
す
。

●
参
加
料

両
教
室
と
も
1
回
300

円
と
プ
ー
ル
入
館
料
と
し
て
、

大
人
400
円
、
高
齢
者
200
円
が
か

か
り
ま
す
。

●
持
ち
物

水
着
、
ス
イ
ミ
ン
グ
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「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、市長が地域の身近な課題

や市民のみなさんの提言等を直接お伺いし、お答えしていきます。

市民のみなさんの多くのご意見・ご提言をお待ちしています
ので、どうぞお気軽にご来庁ください。
●日　時　毎月1回、午前9時から11時までの2時間を目安に実施します。
●方　法　お一人または1組（5人程度）を対象として、対話時間はおおむ

ね20分とします。
●場　所　上野原市役所市長室
●申込み・問い合わせ　　上野原市役所総務部企画課秘書広報担当

蕁62－3118 蕭62－5333
E－mail：kikaku@city.uenohara.lg.jp

「市民のみなさんと市長との
直接対話窓口」を開設しています

5月の「市民のみなさんと市長との直接対話窓口」は、
5月28日（月）午前9時から11時です。

は
、
次
の
と
お
り
学
校
見
学
会

（
校
内
の
見
学
等
）お
よ
び
教
育
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時

6
月
13
日（
水
）

・
午
前
10
時
〜
正
午

・
午
後
1
時
25
分
〜
2
時
25
分

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
県
立

や
ま
び
こ
支
援
学
校
支
援
指
導

部（
蕁
23
―

1
9
4
3
）

演　　題

日本における動物福祉

北海道のエゾシカ管理：害獣から資
源へ、そして生態系管理への展開
子どもの虐待、ドメスティッ
クバイオレンスと動物虐待

生きものと小学校教育

水族館の役割

開催日
5月22日
（火）
5月24日
（木）
5月29日
（火）
6月5日
（火）
6月12日
（火）

回

1

2

3

4

5

時 間
11：20～
12：50
17：00～
18：30

11：20～
12：50

講　　師
佐藤　衆介先生
（東北大学大学院農学研究科）
梶　光一先生
（東京農工大学農学部教授）
佐野　信也先生（防衛医科大学
校心理学＆精神科准教授）
見上　一幸先生 （宮城教育大学
環境教育実践研究センター教授）
長谷川　修平先生
（南知多ビーチランド所長）

帝
京
科
学
大
学
公
開
講
座

帝
京
科
学
大
学
で
は
、
次
の
と

お
り
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス
学
科

の
授
業
「
ア
ニ
マ
ル
サ
イ
エ
ン
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス
」
を
公
開
講
座
と
し

て
開
催
し
ま
す
。



島
田
地
区
に
お
住
ま
い
の
山
口

憲
治
さ
ん
は
、
4
月
1
日
付
け
で
、

上
野
原
市
消
防
団
長
に
任
命
さ
れ

ま
し
た
。

消
防
団
長
に
山
口
憲
治
さ
ん

広告募集中

募集する広告は、公序良俗に反しないものなど、一
定の制限を設けています。広告の募集は、上野原市
有料広告掲載要綱に基づいて実施します。
●掲載料 月額10,000円
●掲載期間 3か月
●応募・問い合わせ

企画課秘書広報担当（蕁62－3118）

日
本
赤
十
字
社
が
、
毎
年
み
な

さ
ん
方
に
ご
奉
仕
い
た
だ
い
て
い

い
ま
す
「
赤
十
字
社
員（
社
費
）募

集
」
が
本
年
も
5
月
〜
6
月
を
中

心
に
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
運
動
は
、
日
本
赤
十
字
社

が
各
国
の
赤
十
字
社
と
協
力
し
て

実
施
し
、
世
界
各
地
で
発
生
し
て

い
る
自
然
災
害
や
紛
争
に
よ
る
難

民
に
対
す
る
国
際
救
援
活
動
、
国

内
に
お
け
る
災
害
救
護
活
動
を
始

め
、
奉
仕
活
動
、
青
少
年
赤
十
字

活
動
、
赤
十
字
病
院
・
献
血
セ
ン

タ
ー
の
運
営
な
ど
、
様
々
な
人
道

的
事
業
を
円
滑
且
つ
強
力
に
実
施

す
る
た
め
、
す
べ
て
の
人
々
に
赤

十
字
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
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く
実
施
し
て
い
ま
す
。

日
本
赤
十
字
社
が
国
の
内
外
に

わ
た
っ
て
行
う
救
援
活
動
等
が
円

滑
に
実
施
さ
れ
る
た
め
に
、
一
人

で
も
多
く
の
個
人
や
法
人
の
み
な

さ
ん
方
に
赤
十
字
社
の
趣
旨
を
ご

理
解
い
た
だ
き
、
社
員
加
入
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

昨
年
、
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
社
費
の
実
績
は
次

の
表
の
と
り
で
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

●
問
い
合
わ
せ

日
本
赤
十
字
社

上
野
原
市
地
区（
福
祉
課
福
祉

総
務
担
当
蕁
62
│

3
1
1
5
）

人
権
擁
護
委
員
に
守
屋
光
泰
さ
ん

佐
藤
正
夫
さ
ん

加
藤
昭
夫
さ
ん

秋
山
地
区
に
お
住
ま
い

の
守
屋
光
泰
さ
ん
、
上
野

原
地
区
に
お
住
ま
い
の
佐

藤
正
夫
さ
ん
、
加
藤
昭
夫

さ
ん
は
、
4
月
1
日
付
け

で
、
法
務
大
臣
か
ら
人
権

擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

加藤昭夫さん 佐藤正夫さん 守屋光泰さん

いつでも　必ず昼12時お預かり→夕方5時お渡し！

特典付新規会員さん大募集！
特典その1 クリーニング全品　ＡＭ10％ＯＦＦ　ＰＭ5％ＯＦＦ

（但し特殊品、シミ抜き、修理等は除きます）

特典その2 お誕生月の方１回に限り30％ＯＦＦ（但し特殊品等は除きます）
特典その3 新規ご入会の方クリーニングチケット3,000円分プレゼント

地区名

大　目

甲　東

巌

大　鶴

島　田

上野原

棡　原

西　原

秋　山

法　人

合　計

金　　額

320,000

329,200

781,500

309,000

620,500

2,097,000

401,000

304,000

523,500

465,000

6,150,700

平成18年度
各地区社員（社費）実績

単位：円

平
成
19
年
度
日
本
赤
十
字
社
員
（
社
費
）
募
集
の
お
願
い



巌
地
区

齋
藤
航
希

こ
う
き（

清
）、
五
十
嵐
愛あ

い（
義
春
）、

仲
川
湧
真

ゆ
う
ま（

浩
二
）

島
田
地
区

内
藤
大
輝

だ
い
き（

昌
孝
）

上
野
原
地
区

水
越
偉
天

い
そ
ら（

貴
洋
）、
守
屋
澪み

お（
勝
彦
）

棡
原
地
区

網
野
大
和

や
ま
と（

重
行
）

西
原
地
区

古
家
泰
希

た
い
き（

泰
則
）

秋
山
地
区

関
戸
南
美

み
な
み（

尚
光
）

大
鶴
地
区

中
村
圭
佑
＝
水
野
真
美
子

上
野
原
地
区

奈
良
和
也
＝
楢
島
真
弓

加
藤
康
亮
＝
竹
之
内
飛
鳥

秋
山
地
区

平
賀
一
義
＝
鷹
取
淳
美

誕

生

お
め
で
た

お
く
や
み

◎
こ
の
欄
は
、
市
役
所
市
民
課
に
希
望

が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
い
ま
す
。

※
敬
称
略
　
順
不
同

（

）
は
、
誕
生
の
場
合
は
保
護
者
、

死
亡
の
場
合
は
届
出
人

＝
3
月
中
届
出
分
＝
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掲載写真募集！掲載したい写真をお持ちのうえ企画課までお越しください。
問い合わせ 企画課秘書広報担当（電話62-3118）

婚

姻

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）

巌地区 片桐 星夏
せ な

くん（1歳8か月）
陽夏
ひ な

ちゃん（1歳8か月）
剛さんと真紀さんの長男・長女

“遊びもいたずらもいつも一緒。
これからも2人仲良く元気に育ってね。”

富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所（
富
士
・
東
部
保
健
所
）

富
士
吉
田
市
上
吉
田
1
―

2
―

5
（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
2
）

薬
物
乱
用
は

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。」

覚
せ
い
剤
な
ど
の
違
法
薬
物
を

一
度
で
も
使
う
と
薬
物
の
乱
用
と

な
り
犯
罪
と
な
り
ま
す
。
違
法
薬

物
は
使
用
し
た
者
の
大
切
な
脳
や

体
を
破
壊
し
一
生
に
わ
た
り
苦
痛

を
与
え
続
け
、
家
族
の
生
き
方
ま

で
変
え
て
し
ま
い
ま
す
。

今
日
、
薬
物
乱
用
は
、
全
世
界

的
な
広
が
り
を
見
せ
、
人
間
の
生

命
や
社
会
の
安
全
を
脅
か
す
な
ど

人
類
が
抱
え
る
最
も
深
刻
な
問
題

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
国
際
社
会
は「
国
連
薬

物
乱
用
根
絶
宣
言
」に
基
づ
き
平

成
20
年
の
撲
滅
を
目
指
し
、
各
種

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

国
お
よ
び
県
で
は
、
そ
の
支
援

事
業
と
し
て
、
6
月
20
日
か
ら
7

月
19
日
ま
で
の
1
か
月
間
「
ダ
メ
。

ゼ
ッ
タ
イ
。」
普
及
運
動
を
展
開

し
ま
す
。

薬
物
乱
用
の
恐
ろ
し
さ
を
正
し

く
理
解
し
、
薬
物
乱
用
を
許
さ
な

い
地
域
社
会
づ
く
り
を
推
進
し
ま

し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

衛
生
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
3
）

5
月
31
日
は

世
界
禁
煙
デ
ー
で
す

た
ば
こ
の
身
体
へ
の
影
響
を
ご

存
じ
で
す
か
。
た
ば
こ
＝
肺
ガ
ン

の
み
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
動
脈
硬

化
や
心
筋
梗
塞
、
気
管
支
炎
や
歯

周
病
な
ど
様
々
な
疾
患
の
危
険
因

子
で
す
。

ま
た
、
妊
婦
で
は
、
流
産
や
低

体
重
児
出
産
な
ど
の
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。

保
健
所
で
は
、
た
ば
こ
対
策
と

し
て
、
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

①
た
ば
こ
と
健
康
に
関
す
る
正
し

い
知
識
の
普
及

②
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設
の

禁
煙
・
分
煙
の
推
進

③
未
成
年
者
の
喫
煙
防
止
対
策

④
禁
煙
支
援

た
ば
こ
の
害
に
つ
い
て
正
し
く

理
解
し
、
自
分
や
周
囲
の
人
た
ち

の
健
康
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

地
域
保
健
課

（
蕁
0
5
5
5
│

24
│

9
0
3
5
）

伝
　
　
言
　
　
板

棡原地区 森田 龍也
りゅうや

くん（6歳）
麻由
ま ゆ

ちゃん（5歳）
博明さんと千秋さんの長男・長女

“きょうだい仲良くしてネｪ。”



大
目
地
区

岡
部
茂
二（
啓
一
）

甲
東
地
区

和
智
正
驪（
二
郎
）

巌
地
区

戸
田
信
之（
昭
子
）、
大
神
田
千
代

子（
一
彦
）、
浅
川
闊
次（
信
二
）

大
鶴
地
区

臼
井
か
つ
子（
努
）

島
田
地
区

梶
原
勝
雄（
幸
雄
）、
岡
田
う
　
子

（
辰
幸
）

上
野
原
地
区

佐
々
木
ゆ
き
よ（
紀
夫
）、
荒
井
美

都
子（
弘
光
）、
坐
間
忠
慶（
康
夫
）、

瀧
森
正
雄（
孝
子
）、
清
水
秀
子

（
一
夫
）、
安
藤
幹
男（
享
治
）、

内
田
子
之
鐡（
彦
一
）

棡
原
地
区

小
山
田
房
江（
訓
之
）

西
原
地
区

橋
本
正
夫（
田
中
加
代
子
）

秋
山
地
区

古
瀬
村
正
胤（
元
治
）、
志
村
文
男

（
幹
男
）

23 広報うえのはら　平成19年5月号　　　　　

◇『
わ
が
人
生
の
歌
が
た
り

昭
和
の
哀
歓
』

五
木
寛
之
／
著
　
角
川
書
店

戦
敗
下
の
昭
和
20
年
、
少
年
の

身
に
降
り
か
か
る
過
酷
な
日
々

を
、
懐
か
し
い
流
行
歌
と
共
に
語

り
つ
く
し
た
自
分
史
。

◇『
な
ぞ
な
ぞ
ゆ
う
れ
い
船
』

石
崎
洋
司
／
作
　
村
上
勉
／
絵

講
談
社

子
ザ
ル
の
モ
ン
次
郎
は
、
だ
じ

ゃ
れ
と
な
ぞ
な
ぞ
が
大
得
意
。
小

学
1
年
生
か
ら
楽
し
め
る
エ
ン
タ

ー
テ
イ
メ
ン
ト
絵
童
話
。

上
野
原
市
立
図
書
館

63

5
2

蕁

4

ー

1

55
日 月 火 水 木 金 土
図書館カレンダー

◯は休館日

6 7 8 9 10 11
5
12

13 14 15 16 17 18 19
2220 21
29 30
23 24 25 26

27 28

1 2 43

31

一

般

書

◇
『
月
島
慕
情
』

浅
田
次
郎
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
朝
日
の
よ
う
に
さ
わ
や
か
に
』

恩
田
陸
／
著
　
新
潮
社

◇
『
大
き
な
熊
が

来
る
前
に
、
お
や
す
み
。』

島
本
理
生
／
著
　
新
潮
社

◇
『
覚
悟
の
人小

栗
上
野
介
忠
順
伝
』

佐
藤
雅
美
／
著
　
岩
波
書
店

◇
『
お
ふ
さ
日
本
ば
し
芳
町
』

早
瀬
詠
一
郎
／
著
　
創
美
社

◇
『
西
遊
記
　
上
』

平
岩
弓
枝
／
著
　
蓬
田
や
す
ひ

ろ
／
画
　
毎
日
新
聞
社

◇
『
家
計
簿
の
中
の
昭
和
』

澤
地
久
枝
／
著
　
文
藝
春
秋

◇
『
焼
刃
の
に
お
い
』

津
本
陽
／
著
　
光
文
社

◇
『
グ
ッ
ド
・
オ
ー
メ
ン
ズ
上
下
』

ニ
ー
ル
・
ゲ
イ
マ
ン

テ
リ

ー
・
プ
ラ
チ
ェ
ッ
ト
／
著
　
角

川
書
店

◇
『
林
檎
の
木
の
下
で
』

ア
リ
ス
・
マ
ン
ロ
ー
／
著
　
小

竹
由
美
子
／
訳
　
新
潮
社

児

童

書

◆
『
わ
に
の
ニ
ニ
く
ん
の
ゆ
め
』

角
野
栄
子
／
文
　
に
し
か
わ
お

さ
む
／
絵
　
ク
レ
ヨ
ン
ハ
ウ
ス

◆
『
つ
る
ば
ら
村
の
理
容
師
さ
ん
』

茂
市
久
美
子
／
作
　
柿
田
ゆ
か

り
／
絵
　
講
談
社

◆
『
な
に
よ
り
も
大
切
な
こ
と
』

あ
さ
の
あ
つ
こ
／
著
　
Ｐ
Ｈ
Ｐ

研
究
所

◆
『
ボ
ク
た
ち
の
値
段
』

萩
原
博
子
／
監
修
　
坂
本
綾

子
／
構
成
・
文
　
講
談
社

◆
『
は
み
が
き
ク
イ
ー
ン
』

令
丈
ヒ
ロ
子
／
作
　
姫
川
明
／

絵
　
講
談
社

◆
『
魔
使
い
の
弟
子
』

ジ
ョ
ゼ
ラ
・
デ
ィ
レ
イ
ニ
ー
／

著
　
金
原
瑞
人
／
訳
　
東
京
創

元
社

絵

本

○
『
ブ
タ
ベ
イ
カ
リ
ー
』

100
％
O
R
A
N
G
E
／
絵
　
角

野
栄
子
／
作
　
文
溪
堂

○
『
ベ
ッ
ド
の
し
た
に

な
に
が
い
る
？
』

ジ
ェ
ー
ム
ズ
・
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

ソ
ン
／
文
・
絵
　
つ
ば
き
は
ら

な
な
こ
／
訳
　
童
話
館
出
版

○
『
ス
プ
ー
ン
さ
ん
と

フ
ォ
ー
ク
ち
ゃ
ん
』

西
巻
か
な
／
作
　
講
談
社

○
『
ご
び
ら
っ
ふ
の
独
白
』

い
ち
か
わ
な
つ
こ
／
絵
　
草
野

心
平
／
詩
　
ほ
る
ぷ
出
版

○
『
ね
こ
く
ん
、わ

が
家
を
め
ざ
す
』

Ｇ
・
ハ
レ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
／
絵

Ｋ.

バ
ン
ク
ス
／
作
　
Ｂ
Ｌ
出

版
☆
子
ど
も
映
画
会
☆

『
小
公
女
セ
ー
ラ
』

◎
日
時
　
5
月
12
日（
土
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

午
後
2
時
〜
2
時
30
分

☆
お
は
な
し
会
☆

『
く
い
し
ん
ぼ
ゴ
リ
ラ
』

◎
日
時
　
5
月
19
日（
土
）

午
後
2
時
30
分
〜
3
時
30
分

◎
た
ん
ぽ
ぽ
会

☆
リ
ン
デ
ン
ド
ー
ム

朗
読
館
☆

小
川
洋
子
／
作

『
銀
色
の
か
ぎ
針
』
他

◎
日
時
　
5
月
20
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

◎
上
野
原
朗
読
の
会

☆
親
子
文
芸
講
座
☆

『
小
物
づ
く
り
』

◎
日
時
　
5
月
26
日（
土
）

午
後
2
時
〜

死

亡

今
月
の
一
冊

上野原市役所（電話： 6 2 - 3 1 1 1）
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広
報

電
話
：
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代
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
h
ttp
://w
w
w
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o
h
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an
ash
i.jp

E
-m
ail：
kikaku

@
city.u
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o
h
ara.lg

.jp

上野原地区にお住まいの佐藤ミイさんは、17年前
から、生徒たちの心を和ませようと、上野原中学校の
玄関にその季節にあった生け花を飾っています。
佐藤さんは、生徒から「この花、きれいな花ですね。」

の一言がとてもうれしかったと話していました。

211人が小学生の仲間入り

この広報は古紙配合率100％の再生紙と、環境に優しい植物性大豆油インキを使用しています。

桜の花が満開になった4月5日、市内の小学校で入学式が行われまし
た。今年度は、少子化の影響で入学した児童が一人といった小学校もあ
りましたが、全10校の小学校で入学式が行われ、211人の児童が小学
生の仲間入りをしました。
大目小学校の入学式では、在校生の児童が、「ようこそ大目小へ」と踊

り付きで学校生活を紹介し新入生の緊張を和らげ、また、黄色い帽子と
防犯ブザーの贈呈式などが行われました。（写真は大目小学校入学式）

表紙の写真

●地域の話題をお寄せください。
企画課秘書広報担当 電話62-3118

人口●27,881人 （－141）
男 ●13,917人 （－73）
女 ●13,964人 （－68）
世帯●9,995世帯 （－52）
平成19年4月1日現在
（ ）内は前月比

人口と世帯

●上野原中学校に17年間生け花を飾る
秋山温泉に指定管理者制度を導入し、（株）ネスパを

指定管理者に指定して、4月1日からリニューアルオ
ープンしました。この制度の導入により、岩盤浴・五
行整体の導入、飲食サービスの改善などを行っていま
す。みなさんのご利用をお願いします。

●秋山温泉がリニューアルオープン

3月24日、市内9か所の保育所で修了式が行われま
した。修了式では、一人ひとりの子どもたちが修了証
書を受け取り、お父さんやお母さんに向かって将来の
夢を話していました。成長した子どもたちの姿を見て、
涙する保護者の方も見られました。

●上野原第二保育所で修了式
3月11日に行われた第27回全国少年柔道大会山梨

県予選会において、当市の疾風道場の選手たちが優勝
を飾り、5月に講道館で行われる全国大会出場の切符
を手にしました。
全国大会での選手たちの活躍が期待されます。

●第27回全国少年柔道大会に出場
編
集
・
発
行
：
上
野
原
市
役
所

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番
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